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妙
法
で
以
て
善
行
す
る

●
表
見
返
し　
文
・
證
厳
法
師　

訳
・
済
運　

撮
影
・
蕭
耀
華

心
を
込
め
て
諸
善
行
を
慎
重
に
行
う
。

怠
け
ず
精
進
し
、
成
す
べ
き
事
を
妙
法
で
以
て
行
う
。

理
に
沿
い
、
初
心
を
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
、

心
を
浄
化
し
、
正
念
を
保
つ
。

慈
悲
で
済
世
し
、
静
思
す
る
。

こ
れ
は
全
て
仏
教
の
善
法
で
あ
る
。
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六
月
七
日
か
ら
、
政
府
は
次
々
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
策
を
緩
和
し

た
。
国
民
は
一
息
つ
き
、
公
共
の
場
で
は
人
々
が
集
ま
り
、
活
気
が
戻
り
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
一
部
の
国
で
は
感
染
症
が
依
然
と
し
て
深
刻
な
状
態
で
、
秋
冬
に
は
第
二
波
が

警
戒
さ
れ
て
お
り
、
全
国
民
は
長
期
の
防
護
措
置
を
疎
か
に
し
て
は
い
け
な
い
。

中
南
米
諸
国
や
非
常
事
態
宣
言
を
す
で
に
解
除
し
た
が
、
再
び
感
染
が
拡
大
し
た
国
々

に
比
べ
、
台
湾
は
相
対
的
に
安
全
だ
と
言
え
る
が
、
人
ご
と
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。
経

済
の
殆
ど
を
対
外
貿
易
に
依
存
し
て
い
る
台
湾
は
、
海
外
で
感
染
症
が
鎮
ま
ら
な
い
限

り
、
感
染
者
が
入
国
す
る
機
会
が
増
え
、
台
湾
の
防
疫
作
業
は
再
び
挑
戦
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
。

重
大
災
害
は
往
々
に
し
て
貧
富
の
差
を
広
げ
る
。
各
国
の
失
業
者
は
最
高
レ
ベ
ル
を

記
録
し
、
欧
米
諸
国
も
例
外
で
は
な
く
、
各
国
政
府
は
不
本
意
な
が
ら
も
様
々
な
救
済

策
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
巨
額
の
財
政
赤
字
に
陥

り
、
そ
の
債
務
は
次
世
代
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
り
、
次
世
代
は
さ
ら
に
貧
困
に

陥
っ
て
し
ま
う
。

ほ
か
に
も
各
国
の
中
央
銀
行
が
失
業
率
を
抑
え
る
た
め
に
、
量
的
金
融
緩
和
政
策
を

実
施
し
て
通
貨
の
供
給
量
を
増
や
す
こ
と
で
貸
付
け
量
を
多
く
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

逆
に
富
裕
層
が
投
資
利
益
を
拡
大
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
作
っ
て
し
ま
う
。
貧
富
と
い
う
「
不

平
等
」
な
現
象
は
益
々
顕
著
化
し
、
社
会
は
容
易
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
言
論
の
出
現
に
よ
っ

て
調
和
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

過
去
の
経
済
学
者
の
予
測
で
は
、
経
済
低
迷
は
往
々
に
し
て
十
年
ほ
ど
経
た
な
い
と

愛
は
障
害
を
取
り
除
い
て
く
れ
る

◎
訳
・
慈
願

編
集
者
の
言
葉
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平
静
な
状
態
に
は
戻
ら
な
い
そ
う
だ
。
感
染
症
の
終
息
が
い
つ
に
な
る
の
か
未
だ
知
る

余
地
は
な
い
が
、
そ
の
蔓
延
は
必
然
的
に
全
世
界
の
経
済
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
っ
て
い
る
。

私
た
ち
も
生
活
態
度
と
様
式
を
改
め
、
共
同
体
が
困
難
に
あ
る
時
、
如
何
に
し
て
困
窮

者
に
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
て
み
る
べ
き
で
あ
る
。

台
湾
で
政
府
に
よ
る
一
回
目
の
救
済
を
受
け
た
社
会
的
弱
者
は
九
十
一
万
人
で
、
四

月
の
統
計
で
は
失
業
者
が
四
十
八
万
人
に
達
し
た
。
全
台
湾
の
五
分
の
一
の
労
働
者
が
、

メ
デ
ィ
ア
の
報
道
す
る
「
コ
ロ
ナ
貧
困
者
」
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

今
期
の
主
題
報
道
に
よ
る
と
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
四
月
中
旬
か
ら
、
現
在
継
続

中
の
ケ
ア
世
帯
の
他
、
二
年
前
に
支
援
を
終
え
た
ケ
ア
世
帯
も
合
わ
せ
て
五
万
三
千
世

帯
を
訪
問
し
、
実
質
的
な
ケ
ア
の
査
定
を
行
っ
た
。
台
中
、
彰
化
及
び
南
投
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
、
県
立
と
市
立
の
八
百
十
八
の
学
校
を
訪
れ
、
生
活
困
窮
家
庭
の
子
供
が
安

心
し
て
就
学
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

世
界
で
も
多
く
の
国
の
慈
済
人
が
、
現
地
で
感
染
予
防
物
資
を
支
援
し
、
中
国
か
ら

物
資
を
調
達
し
て
い
る
。
広
州
、
蘇
州
の
慈
済
人
は
三
月
に
感
染
予
防
物
資
調
達
チ
ー

ム
を
設
立
し
た
。
原
材
料
不
足
に
よ
る
物
価
の
高
騰
、
感
染
予
防
物
資
の
輸
出
に
必
要

な
各
種
証
明
書
の
取
得
、
そ
し
て
航
空
便
の
減
少
に
よ
っ
て
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
物
流

倉
庫
な
ど
様
々
な
状
況
の
変
化
に
対
応
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
明
け
方
ま
で
働

い
て
物
資
を
他
国
に
い
る
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
送
る
と
い
う
状
況
は
珍
し
く
な
い
。

私
た
ち
は
こ
の
経
験
か
ら
、
愛
は
感
染
症
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
混
乱
と
障
害

を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
深
く
体
得
し
た
。
こ
れ
は
自
ら
修
復
す
べ
き
一
大

法
門
で
も
あ
る
。
（
慈
済
月
刊
六
四
四
期
よ
り)



新型コロナウイルス感染症予防対策で
慈済は全世界で支援している

援助した国と地域

援助する予定の国と地域

共に大愛で以て 福を造り、善行する
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主題報道

新型コロナウイルス感染症対策を支援し
慈済は世界のどこにでも駆けつける



世
界
各
国
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
ー
１
９
）

と
闘
っ
て
半
年
が
過
ぎ
た
。
人
類
に
全
く
別
の
新
し
い
生
活
様
式
が

定
着
し
つ
つ
あ
る
。
国
際
的
慈
善
団
体
で
あ
る
慈
済
も
、
今
ま
で
と
は
違

う
支
援
形
態
に
挑
ん
で
い
る
。

　　

国
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
感
染
予
防
対
策
を
守
っ
て
外
出
を
控
え
、
花

蓮
本
部
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、
支
援
方
向
の

認
識
を
共
有
し
て
い
る
。
自
宅
待
機
と
い
う
感
染
防
止
策
の
制
限
下
で
は

で
き
る
こ
と
に
限
り
は
あ
る
が
、
苦
難
に
喘
ぐ
人
を
慰
め
る
慈
悲
心
は
冷

め
て
い
な
い
。
感
染
状
況
が
比
較
的
安
定
し
て
い
る
台
湾
で
は
、
マ
ス
ク

が
最
も
不
足
し
て
い
た
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
二
十
万
枚
余
り
の
布
マ
ス

ク
を
縫
製
し
た
。
経
験
豊
か
な
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
自
宅
待
機
を
し
て

い
る
人
に
電
話
訪
問
を
し
て
見
舞
い
、
元
気
づ
け
た
。
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
命
を
守
る
医
者
と
看
護
師
、
警
察
官
、
消
防
士
ら
を
元
気
づ
け
る
た

め
に
温
か
い
菜
食
弁
当
を
届
け
た
。
感
染
状
況
が
緩
和
し
て
か
ら
、
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
街
に
出
て
、
感
染
症
の
た
め
に
苦
難
に
陥
っ
て
い
た

困
窮
者
を
探
し
た
。

　　

海
外
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
少
な
い
人
員
と
リ
ソ
ー
ス
、
そ
し
て
何

千
何
百
倍
も
深
刻
な
感
染
状
況
に
直
面
し
て
い
る
が
、
彼
ら
は
尻
込
み
す

る
こ
と
な
く
、
台
湾
の
本
部
と
密
接
に
連
携
し
て
貴
重
な
防
疫
物
資
を
世

界
各
地
に
届
け
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
世
界
中
の
医
療
人
員
の
安
全
を
確
保

し
て
ウ
イ
ル
ス
と
戦
う
力
を
つ
け
る
と
同
時
に
、
食
糧
や
お
見
舞
い
金
、

公
共
衛
生
の
知
識
な
ど
と
合
わ
せ
て
生
活
困
窮
者
や
難
民
に
届
け
ら
れ

た
。
こ
の
愛
の
行
動
は
ま
だ
続
い
て
い
る
。
愛
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
一
滴
一

滴
と
結
集
し
て
い
く
。(

慈
済
月
刊
六
四
四
期
よ
り)
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文
・
葉
子
豪
　
訳
・
善
耕
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アジア、オセアニア

◎行動制限令が繰り返し延長された。多くの外国人出稼ぎ労働者は無給
休暇を強いられたり、工場の操業停止に遭い、食糧難に陥った。慈済マレー
シアのセランゴール支部は、設置されたホットラインを通じて情報提供者に必
要な支援を手配した。密集せず、１メートル以上の間隔を取る規則を守りな
がら、外国人出稼ぎ労働者は祝福カードとパスポートを持ち、買い物券を受
け取った証明にボランティアが写真を撮った。（撮影・許音包玲）（写真上）

マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ラ
ン

◎慈済インドネシア支部はインドネシア商工会館と共同で募金を集めて、
１００万セットの新型コロナウイルス検出試薬キットを政府及び医療機関に
寄付した。支部副執行長の郭再源（グオ・ザイユエン）氏によると、３月に
購入した時は価格が非常に高騰していたが、感染防止は時間との競争なの
で、安くなってから購入していては人を救うことができないと考え、即座に購入
の決断を下した。（撮影・アリマミスリョ・アスマロ）（写真右上）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
プ
ノ
ン
ペ
ン

◎くず拾いや左官、手押し車の露天商など貧困者証明を持っているコックロ
カ地区プレックプナヴ県の８００世帯余りの住民は、６月１０日に慈済か
ら米と油と塩の配付を受けたことで、少なくとも１カ月間、生活の心配がなく
なった。感染症発生後、収入は減少したが、世界中からの愛に助けられた住
民は、自分も愛のある１人でありたいと願って、日本円にして４円から８円
を惜しみなく寄付した。（写真提供・カンボジア支部）（写真右下）



アジア、オセアニア

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ザ
ン
ボ
ア
ン
ガ
市

感染予防物資が送られた国と地域

1.韓国
2.日本
3.台湾
4.香港
5.フィリピン
6.ブルネイ
7.インドネシア
8.アメリカ領サモア

9.ニュージーランド
10.オーストラリア
11.中国
12.ベトナム
13.ラオス
14.カンボジア
15.タイ

16.マレーシア
17.シンガポール
18.ミャンマー
19.ネパール
20.インド
21.スリランカ
22.ヨルダン

◎ミンダナオ島南部のサンボアンガは、長い間内戦が続いて人々の生活
が困窮している上に、新型コロナウイルスの爆発的な感染が起きた。慈
済ボランティアは５０カ所以上の病院に医療用マスク、体温計などの物
資を支援すると共に、イスラム教徒の学生ボランティアの協力を得て、離
島の住民に米を運んだ。６月初めまでに慈済はフィリピン全土で１０万
世帯余りを支援した。（写真提供・楊偉順）

北米・中南米

感染予防物資が送られた国と地域

1.カナダ
2.アメリカ
3.シント・マールテン
4.プエルトリコ
5.ドミニカ共和国

6.ハイチ
7.ホンジュラス
8.エルサルバドル 
9.グアテマラ
10.メキシコ

11.ブラジル
12.パラグアイ
13.エクアドル
14.ボリビア 
15.チリ

ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

◎アメリカは世界で最も新型コロナウイルスの感染者が多く、中でもニュー
ヨーク州が最も深刻で、３８万人余りの感染が確認された。ニューヨークの慈
済支部は、３月に爆発的感染拡大が起こるとニューヨーク市の主な病院に
感染防護具を届け、４月からは療養所やリハビリセンターにも届けた。ロング
アイランドの慈済ボランティアがアルツハイマーの治療を専門とするオイスター
ベイ介護センターに到着した時、看護スタッフは米語訛りの中国語で嗚咽
しながらボランティアに「謝謝（ありがとう）」と言った。（撮影・ガルソン）
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◎深刻な感染症の影響で職を失った多くの貧困者は一層貧しくなり、
食料不足に苦しんでいる。コンチャリ市では８割の住民が貧困世帯だ
が、コミュニティにあるリカンアンタイ小学校の教師たちは慈済ボランティ
アと一緒に「コミュニティのホットポット」活動を催し、各地から寄付された
食料を集めて調理すると、困難を乗り越えられるよう貧困世帯に送り
届けた。（写真提供・チリ・サンティアゴ支部）（写真上）

チ
リ
・
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ

撮影・
許音包玲

◎ブラジルは世界で新型コロナウイルスの感染が２番目に深刻な地域
で、６月１８日現在で感染者は９５万人余りとなった。慈済は最前
線医療スタッフを保護するために、マスクや防護服、ゴーグル、手袋など
の医療物資を７つの病院に寄贈した。そのうちの一つであるサンタカーサ
病院は創立４００年余りで、５つの分院を持ち、ブラジル以外に他の
南米諸国へも医療サービスを提供している。外来患者は１日当たりの
べ１万人余りに上る。（撮影・李金滿）（写真右上）

ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ

カ
ナ
ダ
・
ト
ロ
ン
ト

◎ノースヨーク総合病院は通常９台の酸素吸入器を備えていたが、感
染症が拡大すると各種の医療を拡充するのに１３０台の酸素吸入器
が必要になったため、慈済ボランティアが資金を募った。病院側は、その
機械は品質が非常に良く、今後１０年以上、呼吸疾患の患者を助
けることができると述べた。（撮影・朱啓誠）（写真右下）

北米・中南米
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アフリカ

◎長期的に医療スタッフと設備が不足しており、感染症に対抗することは
難しい。それでも、慈済ボランティアは公衆衛生教育を指導し、ビデオを作
製して感染予防に対する正しい観念を教え、政府と協力して地域社会に
入って人々に正しい手洗いの方法を指導した。感染予防物資が到着した
後、ボランティアは１２の病院と２つの検査センターに寄贈した。（写真
提供・蔡岱霖）（写真上）

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
・
マ
プ
ト

撮影・
許音包玲

◎タボ・モフサンヤン村は南アフリカの中央山脈に位置する非常に貧しい
村である。当村は行政区が接する場所に位置しているため、どこも面倒を
見ず、防疫のために全国的に封鎖された後、村民は深刻な食糧不足に
陥った。慈済ボランティアは２００kmの道のりを馬に乗った村人に導かれ
て進み、村の６０世帯に食料パックを届けることができた。（撮影・黃秋
月）（写真右上）

南
ア
フ
リ
カ
・
レ
デ
ィ
ス
ミ
ス

ジ
ン
バ
ブ
エ

◎感染症が拡大する間に干ばつが起きて、殆どの井戸が干上がってしま
い、住民は汚れた水を繰り返し使うしかなく、公衆衛生面で心配された。
ボランティアは、首都ハラレから３０km以上離れた農村部のドンボシャバ
で村民を指導して井戸を掘削した。やっと掘削が終わり、村民の目の前で
ボランティアの代表がポンプを何回か押すと、終にきれいな水が出てきた。
（撮影・Hlengisile Jiyane）（写真右下）

慈済ものがたり 18



アフリカ

1.チュニジア
2.南スーダン 
3.ケニア
4.マダガスカル
5.モザンビーク

6.ジンバブエ
7.エスワティニ王国
8.レソト王国
9.南アフリカ共和国
10.マリ

11.セネガル 
12.ブルキナファソ
13.ベナン
14.ニジェール
15.モーリタニア

南
ア
フ
リ
カ
・
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ

◎３月に感染症が拡大すると直ぐに全国で都市封鎖が実施され、最
も厳しいカテゴリー５の規制が導入されたが、アフリカで最も感染者数
の多い国になった。慈済が海外で調達した1回目の感染予防物資は
５月中旬に到着し、ボランティアが各病院に寄贈した。普段から食料
不足に悩んでいる貧困者は、都市封鎖のために更に飢えに苦しむよう
になったため、テンビサ地域の現地ボランティアが住民に食料パックを届
けた。（写真・南アフリカ支部）

感染予防物資が送られた国と地域感染予防物資が送られた国と地域

1.ロシア
2.ウクライナ
3.スウェーデン
4.ノルウェー
5.イギリス
6.デンマーク

7.オランダ
8.ドイツ
9.ベルギー
10.オーストリア
11.ボスニア
12.バチカン市国

13.イタリア
14.スイス
15.フランス
16.スペイン
17.ポルトガル

フ
ラ
ン
ス

◎３月中旬に隔離政策が実施されたが、５月中旬に都市封鎖が解除さ
れた。６月中旬過ぎまでに確定された感染者総数は１９万人に上った。そ
の期間中、マスクのない留学生を安全に帰国させるために、ボランティアは
外出が許可された短時間を利用してマスクを郵送した。海外からの支援物
資が次々に届き、 シャンテルーアンブリエ市、ロモランタン市、中部のソローニュ
地方に送付された。南西部のバスク地方は、政府が最前線の医療スタッフ
にマスクと感染予防物資を提供できなかった場所である。バスク病院は慈
済から物資を受け取ると、コミュニティサイトで慈済の大愛を紹介した。

ヨーロッパ
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◎４月に８万枚のマスクが様々な難関を突破してドイツのフランクフルト
国際空港に到着した。ボランティアはマスクを受け取ると直ぐに、感染症
が最も深刻なノルトライン・ヴェストファーレン州の当国で感染が始まった
地域でもあるハインスベルグ郡に急いだ。トラックの到着と共に、ボランテ
ィアは郡の消防局が設置した臨時物資受け取りセンターに２万枚のマス
クを搬送した。それらは郡内の３つの病院に寄贈された。（写真提供・
林美鳳）（写真上）

ド
イ
ツ

撮影・
許音包玲

◎感染は２月末に拡大し、４月上旬にピークに達した。慈済花蓮本部
が支援した感染予防物資は４月２１日から次々に到着した。慈済ボ
ランティアは２０万枚のマスクとガウンをロンドン、ケンブリッジ、オックスフ
ォード、マンチェスター、エディンバラ、バーミンガム、マルバーンなどの都市に
ある関係機関に寄贈した。ロンドンのホーマートン大学病院の医療スタッ
フは、同僚が一人ひとりと倒れていくのを目にしても何もできなかったた
め、慈済が高品質の感染予防物資をこんなに多く提供してくれたことに
深く感謝した。（写真提供・呂佳樺）（写真右上）

イ
ギ
リ
ス

ロ
シ
ア

◎２月に中国で感染拡大が深刻になった時、慈済ボランティアは関係
者を通してロシアの友人に６千枚のマスクの購入を依頼し、自らモスクワ
から北京に持ち帰った。北京のボランティアが早朝、雪道を急いで北京
首都国際空港に駆けつけた。その後、ロシアで感染が急拡大した。６月
の時点で感染者数が５０万人を突破すると、慈済はその時感染予防
物資の支援をしている。（撮影・王雲岫）（写真右下）

ヨーロッパ
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慈
済
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

reliefweb.int/report/world/covid-19-relief-action-report-4-activities-12-may-2020

COVID-19 Relief Action Report #4: Activities as of 12 May, 2020

Worldwide (BTCF)- Novel coronavirus (COVID-19) pandemic relief actions taken by 
Buddhist Tzu Chi Foundation (BTCF) in 53 countries and regions worldwide as of 12 May, 
2020.
•Globally, the COVID-19 pandemic has reached 215 countries and regions, with 4,013,728 
confirmed cases of COVID-19 and 278,993 deaths.
•The United States of America has the highest number of confirmed cases with 1,271,645 
cases and 76,916 deaths, followed by Spain with 224,930 confirmed cases and 26,621 
deaths.
As many countries and regions start to gain control of the COVID-19 pandemic, 
lockdowns, transportation restrictions and curfews have been loosened or lifted. The 
effects of the lockdown on the global and local economy have been widespread and 
felt across all industries. While people are slowly returning back to work, it is important 
to understand that many, especially our vulnerable communities, will be struggling with 
grief, traumatic experiences, psychosocial stress and loss of income.
Loss of income, especially for daily wage workers, can cause immense hardship on 
individuals and their families. Buddhist Tzu Chi Foundation (BTCF) chapters across the 
world have initiated mid-term COVID-19 relief action plans, including providing financial 
aid, material supplies and caring social support to these communities and individuals. 
BTCF has also been continuing to work locally, nationally, and internationally with 
communities and organisations to share resources, reach out to various vulnerable 
communities while being able to understand local and individual needs.
As of 12 May, BTCF has donated 14,466,805 personal protective equipment (PPE) 
items to hospitals, front-line workers, schools and communities across 6 continents: 
Asia, Oceania, Europe, Africa and North and South America, held numerous food and 
necessities distributions, and provided financial aid.
BTCF plans to donate a total of 7,440,677 PPE items to another 28 countries and regions 
and continue with local mid-term relief actions. Dharma Master Cheng Yen, founder 
of BTCF, calls upon individuals to respond in kind to these challenging times “There 
are many people in need, so we are blessed if we have the ability to give and to help. 
Each kind act is a droplet of water or a grain of rice; drops of water can form a river 
and grains of rice can fill up a basket. If we can bring together our individual deeds of 
kindness into collective action, we can better support our neighbours and communities, 
give people hope and make our communities more resilient.”
For more information, please contact https://tcit.tzuchi.net/CCISWeb/page/Guest.html

国
連
の「
リ
リ
ー
フ
ウ
ェ
ブ
」に

モ
バ
イ
ル
端
末
が
普
及
し
、
メ
デ
ィ
ア
が

発
達
し
た
二
十
一
世
紀
、
個
人
や
団
体

組
織
は
容
易
に
ネ
ッ
ト
上
で
自
分
の
サ
イ
ト
を

作
り
、
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
素
早
く
発
信

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
情

報
が
氾
濫
す
る
中
で
、
価
値
の
あ
る
も
の
を
選

び
分
け
る
時
、
そ
の
専
門
性
と
信
憑
性
は
依
然

と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
連
人
道
問
題
調
整
事
務
所
（
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
）

が
一
九
九
六
年
に
立
ち
上
げ
た
リ
リ
ー
フ
ウ
ェ

ブ
は
、
国
際
人
道
支
援
の
内
容
を
ま
と
め
た
重

要
な
サ
イ
ト
の
一
つ
で
す
。
今
ま
で
累
計
で

二
千
九
百
余
り
の
支
援
団
体
が
こ
の
サ
イ
ト
で

自
分
た
ち
の
活
動
の
写
真
や
内
容
を
載
せ
て
い

●
仏
教
慈
済
基
金
会(

B
u
d
d
h
i
s
t
 
T
z
u
 
C
h
i
 
F
o
u
n
d
a
t
i
o
n
 

略
称
Ｂ
Ｔ
Ｃ
Ｆ)

が
世
界
各
国
で

実
施
し
て
い
る
感
染
防
止
に
関
す
る
活
動
情
報
は
、
国
連
の
リ
リ
ー
フ
ウ
ェ
ブ
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
下
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
あ
る
２
０
２
０
年
５
月
１
２
日
の
慈
済
の
支
援
内
容
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
支
援
の
第
４
回
目
の
報
告
で
す
。

Ｕ Ｒ Ｌ：https://reliefweb.int/report/world/covid-19-relief-

action-report-4-activities-12-may-2020

文
・
葉
子
豪
　
訳
・
御
山
凛

24
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文
字
に
よ
る
情
報
提
供
で
は
、
国
際
的
慣
例

に
沿
っ
て
、
五
大
大
陸
か
ら
の
情
報
を
色
別
に

枠
で
囲
み
、
読
み
手
が
ど
の
地
域
で
何
が
起
き

て
い
る
の
か
素
早
く
判
別
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

今
回
、
八
十
カ
国
余
り
に
対
す
る
慈
済
の
感

染
予
防
関
係
の
支
援
計
画
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
ア
メ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
南

ア
フ
リ
カ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ

ラ
ン
ス
等
十
一
カ
国
の
支
援
内
容
を
五
大
大

陸
を
五
色
に
色
分
け
し
て
「
大
愛
に
国
境
は
な

く
、
世
界
に
遍
く
行
き
わ
た
る
」
様
子
を
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

慈
済
国
連
担
当
チ
ー
ム
の
黄
静
恩
（
ホ
ヮ
ン
・

ジ
ン
エ
ン
）
さ
ん
は
、
「
こ
れ
か
ら
慈
済
の
国

境
と
宗
教
を
越
え
た
活
動
を
広
く
知
っ
て
も
ら

い
、
世
界
の
仲
間
た
ち
と
互
い
に
サ
ポ
ー
ト
し

合
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
言
い
ま
し
た
。
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
が
世

界
中
の
慈
済
の
情
報
を
英
語
に
翻
訳
す
る
と
共

に
、
国
連
で
使
わ
れ
る
語
彙
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
、
リ
リ
ー
フ
ウ
ェ
ブ
に
載
せ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
こ
の
よ
う
な
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
よ
り

影
響
力
の
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
。(

慈
済
月
刊
六
四
四
期
よ
り)

ま
す
。
各
国
の
公
共
部
門
ま
た
は
非
政
府
組
織

（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
間
で
は
、
非
常
に
重
要
な
情
報

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
道
支
援
の
方
策
決
定
者
や
実
行
責
任
者
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
は
活
動
方
針
を
決
め
る
前

に
、
先
ず
リ
リ
ー
フ
ウ
ェ
ブ
で
情
報
を
収
集
し

て
、
支
援
を
受
け
て
い
る
地
域
や
人
々
の
ニ
ー

ズ
を
理
解
し
、
他
の
団
体
が
既
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
し
て
い
る
の
か
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
自
分
た
ち
の
活
動
の
進
度
や
成

果
を
載
せ
て
参
考
に
し
て
も
ら
っ
た
り
、
同
じ

志
を
持
つ
仲
間
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
際
的
な
繋
が
り
と
情
報
交
換
の
重
要
性

を
理
解
し
て
い
る
慈
済
は
、
全
世
界
の
人
に

慈
済
の
国
際
支
援
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、
二
○
○
二
年
六
月
か
ら
そ
の
活
動
の

様
子
を
リ
リ
ー
フ
ウ
ェ
ブ
に
載
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
慈
済
基
金
会
傘
下
の
「
国
連

担
当
チ
ー
ム
」
は
、
今
年
か
ら
サ
イ
ト
に
載

せ
る
図
や
文
章
を
、
よ
り
リ
リ
ー
フ
ウ
ェ
ブ
の

表
示
形
式
や
国
際
的
な
慣
例
に
見
合
う
よ
う
に

新
し
く
作
り
直
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
各
国
へ

の
感
染
予
防
支
援
状
況
を
示
す
場
合
、
既
に

支
援
し
た
国
を
青
色
で
示
し
、
支
援
待
ち
の

国
を
オ
レ
ン
ジ
色
で
示
す
こ
と
で
、
よ
り
分

か
り
や
す
く
伝
え
て
い
ま
す
。
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台
湾
　弱
者
世
帯
へ

炎
夏
の
中
で
突
然
降
り
出
す
豪
雨
。
時
は

夏
に
入
り
、
台
湾
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
は
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
る
。
数

か
月
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
無
事
に
過
ご
せ

た
家
庭
も
あ
れ
ば
、
収
入
が
激
減
し
た
り
仕
事

に
響
影
が
出
て
、
生
活
に
困
難
を
き
た
し
て
い

る
家
庭
も
少
な
く
な
い
。

新
北
市
在
住
の
顔
さ
ん
は
、
元
は
行
政
の
下

請
け
を
し
て
い
た
。
長
期
に
わ
た
る
仕
事
の
ス

ト
レ
ス
か
ら
去
年
十
二
月
に
体
を
壊
し
、
や
む

な
く
仕
事
を
や
め
て
自
宅
療
養
を
強
い
ら
れ

●
慈
済
の
訪
問
ケ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
ケ
ア
世
帯
或
い

は
既
に
ケ
ア
が
終
了
し
た
弱
者
家
庭
を
訪
ね
る
こ
と
で
、

支
援
の
必
要
性
を
了
解
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
林

春
金(

右)

は
自
分
が
ケ
ア
す
る
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
を
励

ま
し
た
。

文
・
陳
麗
安
　
撮
影
・
蕭
耀
華
　
訳
・
惟
明

適
時
の
ケ
ア
は
続
い
て
い
る

台
湾
全
土
の
弱
者
世
帯
数
は
五
万
戸
を
超

え
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

連
絡
す
る
と
旧
知
の
よ
う
に
挨
拶
を
交
わ
し
、

家
計
へ
の
影
響
な
ど
を
話
し
合
っ
た
。
電
話

や
家
庭
訪
問
で
寄
り
添
い
、
経
済
的
苦
境
に

陥
っ
て
い
る
彼
ら
に
、
直
ち
に
支
援
の
手
を

差
し
伸
べ
て
い
る
。
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け
る
為
に
支
援
策
を
打
ち
出
し
、
四
月
か
ら
六

月
の
間
、
月
額
一
千
五
百
元(

約
五
千
四
百

円)

の
生
活
補
助
金
を
支
給
し
た
。
し
か
し
、

一
部
の
弱
者
家
庭
は
支
給
条
件
に
適
合
せ
ず
、

そ
れ
を
受
け
取
る
機
会
を
逸
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
期
間
中
、
慈
済
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
地
域
ケ
ア
は
途
絶
え
た
こ

と
が
な
く
、
四
月
中
旬
か
ら
法
師
の
指
示
に

沿
っ
て
、
台
湾
全
土
で
既
に
登
録
し
て
い
る
ケ

ア
世
帯
及
び
二
〇
一
八
年
に
遡
っ
て
今
年
四
月

ま
で
に
生
活
が
改
善
し
た
五
万
も
の
「
ケ
ア
終

了
」
世
帯
に
対
し
て
も
、「
大
愛
で
以
て
寄
り
添

い
、
福
を
造
り
善
行
す
る
」
と
名
付
け
た
支
援

活
動
を
始
め
た
。
取
り
残
さ
れ
た
家
庭
が
な
い

よ
う
に
、
台
湾
全
土
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
社
会

福
祉
人
員
は
電
話
訪
問
を
行
っ
て
査
定
し
た
。

林
さ
ん
は
四
月
下
旬
に
地
域
別
に
仕
分
け
し

た
ケ
ア
世
帯
の
名
簿
を
受
け
取
っ
た
後
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
許
淑
雲
（
シ
ュ
ー
・
ス
ー
ユ
ン
）

さ
ん
と
李
玉
華
（
リ
ー
・
ユ
ー
ホ
ヮ
）
さ
ん
に

協
力
を
依
頼
し
て
、
某
日
の
午
後
に
林
さ
ん
の

家
に
集
合
し
、
名
簿
に
あ
る
五
十
数
世
帯
に
慰

問
の
電
話
を
か
け
た
。

踏
み
込
ん
だ
ケ
ア
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
配

「
法
師
様
と
慈
済
が
私
を
忘
れ
て
な
か
っ
た

た
。
当
時
、
兵
役
を
終
え
た
ば
か
り
の
息
子
は

イ
ベ
ン
ト
会
社
に
就
職
し
た
が
、
感
染
が
拡
大

す
る
中
、
集
会
が
禁
止
に
な
り
、
二
月
末
か
ら

仕
事
が
激
減
し
て
給
料
は
半
減
、
三
月
に
入
る

と
さ
ら
に
無
給
に
な
っ
た
。
五
月
初
め
、
顔

さ
ん
は
家
計
を
助
け
る
為
に
、
仕
方
な
く
病
院

内
配
送
の
仕
事
に
就
い
た
。
少
な
い
給
料
で
生

活
費
、
水
道
・
光
熱
費
、
そ
し
て
家
賃
を
賄
っ
た
。

家
賃
の
一
万
五
千
元(

約
五
万
四
千
円)

は
既

に
親
戚
か
ら
借
り
て
い
た
が
、
彼
女
は
預
金
残

高
を
見
て
長
く
も
た
な
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い

た
。
そ
ん
な
時
に
、
新
北
市
中
和
在
住
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
林
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。
こ
の

電
話
の
縁
で
慈
済
（
ツ
ー
チ
ー
）
は
、
顔
さ
ん

母
子
が
こ
の
難
関
を
無
事
に
乗
り
越
え
る
よ
う

に
と
支
援
を
再
開
し
た
。

「『
そ
の
電
話
を
受
け
取
っ
た
時
は
、
ま
る
で
大

海
で
浮
き
沈
み
し
て
い
る
時
に
浮
木
を
掴
ん
だ

よ
う
な
感
じ
で
し
た
』
と
い
う
顔
さ
ん
の
話
を
聞

い
た
時
、
私
は
助
け
を
必
要
と
す
る
家
庭
を
ま
た

一
つ
見
逃
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ま

し
た
」
と
経
験
豊
富
な
訪
問
ケ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
林
さ
ん
は
当
時
の
ノ
ー
ト
を
取
り
出
し
、
通
話

内
容
の
記
録
を
見
な
が
ら
当
時
を
振
り
返
っ
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
経
済
的
打
撃
に
対
応

す
る
為
、
台
湾
の
行
政
院
は
苦
境
に
陥
っ
て
い

る
会
社
や
家
庭
或
い
は
個
人
、
弱
者
世
帯
の
子

供
、
低
収
入
世
帯
、
そ
し
て
心
身
障
害
者
を
助



り
、
家
族
同
士
の
仲
が
よ
く
な
っ
て
い
る
こ
と

で
す
」
。
「
多
く
の
家
庭
は
以
前
、
娘
と
父
親
の

仲
が
悪
か
っ
た
の
が
、
今
は
親
子
関
係
が
改
善

し
て
、
家
庭
内
に
活
力
と
希
望
が
満
ち
て
い
る

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
」
と
林
さ
ん
は
喜
び
に
満

ち
て
言
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
台
湾
は
世
界
に
誇
れ

る
「
奇
跡
の
感
染
予
防
」
が
で
き
て
い
る
が
、
地

球
規
模
の
経
済
の
中
に
お
い
て
は
、
レ
ジ
ャ
ー
、

輸
送
、
飲
食
な
ど
の
業
種
で
売
上
が
落
ち
込
み
、

パ
ー
ト
の
仕
事
が
激
減
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
様
々
な
社
会
変
化
が
一
部
の
弱
者
家
庭
を
困

窮
さ
せ
て
い
る
。
顔
さ
ん
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は

少
な
く
な
い
。
既
に
ケ
ア
を
終
了
し
た
対
象
者

窮
し
て
い
る
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
れ
ば
、

私
た
ち
は
仕
事
の
状
況
に
重
点
を
置
い
て
話
を

聞
き
ま
す
」
。
法
師
が
苦
難
に
陥
っ
て
い
る
人

を
気
に
か
け
て
お
ら
れ
る
と
知
っ
て
、
林
さ
ん

は
喜
ん
で
こ
の
使
命
を
受
け
た
。
助
け
を
必
要

と
し
て
い
る
家
庭
を
見
落
と
さ
な
い
よ
う
、
昼

間
に
連
絡
が
取
れ
な
い
相
手
に
は
夜
に
連
絡
を

取
り
続
け
て
い
る
。

以
前
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
交
流
が
あ
る

相
手
は
、
「
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
か
ら
の
電

話
だ
と
わ
か
る
と
、
そ
の
思
い
や
り
を
嬉
し
く

感
じ
、
最
近
、
心
に
鬱
積
し
て
い
る
こ
と
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
話
す
こ
と
も
あ
る
。
「
一
番
嬉

し
い
の
は
多
く
の
家
庭
の
生
活
が
向
上
し
て
お

を
撫
で
下
ろ
し
た
。
「
彼
女
が
私
を
見
た
時
、

私
を
き
つ
く
抱
き
し
め
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

か
ら
彼
女
の
心
の
中
で
は
、
慈
済
が
ど
れ
だ

け
大
き
な
存
在
か
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
。
陳
さ
ん
親
子
は
生
計
の
最
も
困
難

な
時
期
を
乗
り
越
え
て
お
り
、
彼
女
は
林
さ
ん

が
電
話
訪
問
し
た
中
で
も
比
較
的
安
定
し
て

い
る
ケ
ー
ス
だ
っ
た
。

各
案
件
の
家
庭
事
情
を
よ
く
理
解
し
て
い
な

い
た
め
、
林
さ
ん
た
ち
三
人
は
先
ず
、
過
去
の

記
録
を
探
し
出
し
て
各
世
帯
の
背
景
を
理
解

し
、
今
後
の
ケ
ア
の
方
針
を
決
め
て
か
ら
電
話

を
か
け
る
よ
う
に
し
た
。

「
例
え
ば
仕
事
が
う
ま
く
い
か
ず
生
活
が
困

こ
と
に
感
謝
し
ま
す
」
と
陳
さ
ん
が
言
っ
た
。

彼
女
は
ベ
ト
ナ
ム
国
籍
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

で
、
夫
の
薬
物
中
毒
と
家
庭
内
暴
力
に
我
慢

で
き
ず
、
離
婚
し
、
独
り
で
娘
と
生
活
し
て
い

る
。
林
さ
ん
は
名
簿
を
も
ら
う
と
直
ぐ
に
以

前
、
コ
ン
タ
ク
ト
が
あ
っ
た
陳
さ
ん
に
連
絡
し

た
。
林
さ
ん
は
電
話
訪
問
で
、
陳
さ
ん
は
市
場

で
経
営
し
て
い
た
ベ
ト
ナ
ム
家
庭
料
理
の
屋
台

を
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
既
に
閉
め
て
い
た
が
、

不
幸
中
の
幸
い
で
果
物
屋
で
働
く
機
会
を
得

た
こ
と
を
知
っ
た
。
陳
さ
ん
が
遠
慮
し
て
困

窮
を
話
さ
な
い
こ
と
を
心
配
し
た
林
さ
ん
は
、

数
日
し
て
か
ら
果
物
屋
を
訪
れ
、
自
分
の
目

で
陳
さ
ん
の
働
き
ぶ
り
を
確
か
め
て
か
ら
胸
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し
か
し
先
日
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
終
え
た
下
の

息
子
は
、
仕
事
帰
り
に
疲
労
か
ら
不
注
意
に
も

駐
車
し
て
い
た
車
と
接
触
事
故
を
起
こ
し
、
そ

の
賠
償
金
を
払
う
羽
目
に
な
っ
た
。
気
落
ち
し

た
観
さ
ん
と
下
の
息
子
は
命
を
絶
つ
考
え
が
頭

を
よ
ぎ
っ
た
。
ま
さ
に
そ
の
時
、
蔡
さ
ん
か
ら

の
電
話
が
、
そ
の
家
族
に
一
筋
の
希
望
を
も
た

ら
し
た
。
事
情
を
よ
く
理
解
し
た
後
、
翌
日
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
ね
て
か
ら
、
再
び
個
別
案

件
と
し
て
寄
り
添
う
よ
う
に
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
多
く
の
ケ
ア
継
続
中
ま

た
は
ケ
ア
は
終
了
し
た
が
、
収
入
源
が
変
動
し

易
い
ケ
ー
ス
に
は
、
就
学
中
の
子
供
や
病
人
が

い
る
た
め
に
生
計
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
家
庭

三
分
の
一
を
超
え
て
お
り
、
蔡
さ
ん
は
切
な
さ

を
覚
え
た
。
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
ひ
と
り

親
家
庭
だ
っ
た
。

「
生
活
が
あ
ま
り
に
も
苦
し
か
っ
た
の
で
、

私
は
下
の
息
子
と
無
理
心
中
す
る
こ
と
を
考
え

ま
し
た
」
。
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
観
さ
ん
は
介

護
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
が
、
小
柄
な
た
め

に
介
護
の
対
象
が
限
ら
れ
て
い
る
上
、
コ
ロ
ナ

禍
で
入
院
患
者
が
減
っ
た
為
、
収
入
に
影
響
が

出
た
。
大
学
を
卒
業
し
た
長
男
は
就
職
が
上
手

く
い
か
ず
、
工
業
高
校
在
学
中
の
下
の
息
子
は

二
つ
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
掛
け
持
ち
し
、
自
分
の

学
費
と
生
活
費
を
稼
い
で
母
親
の
負
担
を
減
ら

し
て
い
た
。

人
生
の
危
機
　

適
時
に
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
る

「
初
日
の
電
話
訪
問
で
驚
き
ま
し
た
。
多
く

の
家
庭
の
事
情
を
聞
い
て
気
持
ち
が
重
く
な

り
、
昼
ご
飯
が
あ
ま
り
喉
を
通
り
ま
せ
ん
で
し

た
」
。
中
部
地
区
の
経
験
豊
富
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
蔡
雪
桜
（
ツ
ァ
イ
・
シ
ュ
エ
イ
ン
）
さ
ん
は
、

電
話
訪
問
を
通
し
て
多
く
の
弱
者
世
帯
が
職
場

で
の
シ
フ
ト
を
削
減
さ
れ
た
り
、
減
俸
に
な
っ

た
り
、
又
失
業
保
険
を
受
け
取
れ
な
い
状
況
下

で
生
活
が
切
迫
し
て
い
る
話
を
聞
い
た
。
す
べ

て
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
電

話
訪
問
し
た
中
で
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
世
帯
が

の
中
に
も
や
っ
と
均
衡
レ
ベ
ル
に
達
し
た
家
計

が
コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た
衝
撃
で
再
び
困
難

に
陥
っ
た
人
も
い
る
。

労
務
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
今
年
の
六
月
中

旬
ま
で
に
「
無
給
休
暇
」
を
取
ら
さ
れ
た
人
は

台
湾
全
土
で
三
万
人
近
く
に
上
り
、
こ
の
十
年

間
で
最
高
と
な
り
、
大
量
解
雇
に
踏
み
切
っ
た

工
場
は
四
月
末
で
五
十
六
件
に
な
っ
た
。
台
湾

は
既
に
二
カ
月
も
国
内
感
染
ゼ
ロ
の
日
が
続
い

て
い
る
と
は
い
え
、
経
済
成
長
が
下
降
を
た
ど

る
今
、
不
安
定
な
仕
事
、
貯
蓄
不
足
、
病
気
な

ど
異
な
る
原
因
で
緊
急
に
現
金
を
必
要
と
す
る

家
庭
は
、
再
び
「
貧
、
病
、
苦
」
の
悪
循
環
に

陥
る
恐
れ
が
あ
る
。
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由
に
話
せ
ず
、
筆
談
で
自
分
の
焦
る
気
持
ち
を

紙
に
書
い
た
。
短
い
言
葉
に
切
な
さ
が
伝
わ
っ

て
き
た
。

呉
さ
ん
は
台
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
蔡

さ
ん
の
担
当
だ
っ
た
が
、
昨
年
ケ
ー
ス
が
終
了

し
た
。
今
回
の
訪
問
で
蔡
さ
ん
が
気
づ
い
た
の

は
、
呉
さ
ん
が
悩
ん
で
い
る
の
は
未
払
い
の

十
万
元(

約
三
十
六
万
円)

の
治
療
費
が
家
計

の
重
荷
に
な
る
こ
と
だ
っ
た
。
息
子
は
彼
の

が
あ
る
。
貧
困
に
よ
る
病
、
病
に
よ
る
貧
困
と

い
う
悪
循
環
が
コ
ロ
ナ
禍
の
衝
撃
で
更
に
ひ
ど

く
な
っ
て
い
る
。
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ケ
ア

訪
問
す
る
時
、
特
に
現
状
を
よ
く
聴
い
て
判
断

し
な
が
ら
支
援
し
て
い
る
。

「
私
の
病
気
で
家
族
が
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

家
族
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
心
配
で
す
」
と

口
腔
癌
末
期
患
者
の
呉
さ
ん
は
、
何
時
病
状
が

悪
化
す
る
か
わ
か
ら
な
い
状
態
で
、
言
葉
が
自
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を
惜
し
ま
ず
に
自
分
よ
り
も
苦
し
い
家
庭
を

助
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
近
い
将
来
に

人
々
が
懐
か
し
い
平
凡
な
日
常
生
活
に
戻
れ
る

よ
う
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

(

慈
済
月
刊
六
四
四
期
よ
り)

た
ら
し
て
い
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
時
を
得
た
ケ
ア
は
、
社
会

に
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
弱
者
世
帯
に
温
か
み
を

も
た
ら
し
、
困
窮
に
あ
る
多
く
の
人
々
も
己

れ
が
助
け
を
要
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
施
し

た
い
と
い
う
善
意
を
持
ち
続
け
て
お
り
、
格
別

に
「
貧
し
き
中
の
富
め
る
者
」
と
い
う
印
象
を

受
け
た
、
と
蔡
さ
ん
が
言
っ
た
。
経
済
的
支
援

の
他
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
継
続
的
に
呉

さ
ん
と
そ
の
家
族
の
心
に
寄
り
添
っ
て
様
々
な

支
援
を
続
け
て
行
く
つ
も
り
で
あ
る
。

 長
く
寄
り
添
い
　

自
分
も
人
助
け
す
る
人
に
な
る

 「
ケ
ア
世
帯
の
観
念
を
正
し
く
導
け
ば
、
彼

ら
の
生
活
は
自
ず
と
好
転
し
ま
す
」
。
今
回
一

連
の
活
動
を
通
し
て
、
林
さ
ん
は
か
つ
て
の
寄

り
そ
い
や
導
き
が
多
く
の
家
庭
に
好
影
響
を
も

定
期
検
査
に
病
院
へ
付
き
添
っ
て
い
く
た
め
、

勤
務
時
間
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
清
掃
員
と
し
て
働
い

て
い
る
奥
さ
ん
も
仕
事
の
シ
フ
ト
が
安
定
し
て

い
な
い
。
せ
め
て
も
の
足
し
に
と
大
家
さ
ん
が

家
賃
を
下
げ
て
く
れ
た
の
だ
が
、
生
活
は
依
然

と
し
て
苦
し
い
。
蔡
さ
ん
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
呉
さ
ん
一
家
の
困
難
を
緩
和
す
る
為
に
一
時

金
を
支
給
す
る
こ
と
に
し
た
。

「
呉
さ
ん
の
家
に
着
く
と
、
彼
ら
は
以
前
、

置
い
て
行
っ
た
竹
筒
貯
金
箱
を
持
っ
て
来
ま
し

た
。
中
に
は
お
金
が
七
、
八
分
目
ま
で
入
っ
て

い
ま
し
た
」
。
こ
の
家
庭
は
生
活
が
ど
ん
な
に

苦
し
く
て
も
、
自
分
よ
り
も
苦
し
い
人
を
助
け
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文
・
柯
佩
吟
　
訳
・
葉
美
娥

一
人
も
欠
け
る
こ
と
な
く

八
百
校
余
り
の
学
校
に
赴
き
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
た
学
生
の
家
庭
を
訪
ね
、
経
済
面
と
物

質
面
で
支
援
す
る
と
共
に
心
に
寄
り
添
う
こ
と
で
、
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
就
学
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

就
学
支
援



殊
な
事
情
の
あ
る
家
庭
に
と
っ
て
は
、
そ
の
支

援
の
効
果
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
高
君
怡
（
ガ

オ
・
ジ
ュ
ン
イ
ー
）
先
生
が
言
っ
た
。
宏
君
や

烈
君
の
よ
う
な
弱
者
世
帯
で
は
経
済
的
な
困
難

は
続
く
た
め
、
一
回
切
り
の
緊
急
支
援
で
は
根

本
か
ら
解
決
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
い
つ
も
子

供
の
就
学
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
高
先
生

は
、
日
頃
か
ら
様
々
な
就
学
支
援
制
度
の
申
請

機
会
に
留
意
し
て
い
る
。
「
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
直
接
家
庭
を
訪
れ
て
適
時
に
支
援
し
て
く

れ
ま
す
。
子
供
た
ち
に
チ
ャ
ン
ス
が
ま
た
一
つ

増
え
ま
し
た
」
と
彼
女
は
感
動
し
て
言
っ
た
。

高
君
怡
先
生
か
ら
の
報
告
を
受
け
取
っ
た

後
、
慈
済
は
直
ぐ
に
こ
れ
ら
学
生
の
家
庭
を
訪

問
し
た
。
そ
し
て
烈
君
一
家
を
長
期
ケ
ア
世
帯

し
て
各
学
校
に
赴
き
、
弱
者
世
帯
の
子
供
た
ち

が
こ
の
難
関
を
越
せ
る
よ
う
支
援
の
手
を
差
し

伸
べ
て
い
る
。

過
去
の
訪
問
ケ
ア
の
経
験
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
特
別
に
隔
世
養
育
、
ひ
と
り
親
、
外
国
籍

配
偶
者
及
び
低
中
所
得
者
層
の
家
庭
状
況
に
注

意
を
払
っ
て
い
る
。
集
集
中
学
校
の
担
任
教
師

か
ら
報
告
が
あ
っ
た
も
う
一
人
の
例
で
あ
る
、

烈
君
（
仮
名
‥
リ
エ
君
）
の
場
合
は
、
父
親
と

祖
父
母
と
同
居
し
て
い
た
が
、
半
年
前
に
父
親

が
ガ
ン
と
診
断
さ
れ
、
定
期
的
に
病
院
で
治
療

を
受
け
る
た
め
に
働
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
。
今
は
祖
父
母
の
年
金
で
生
活
し
て
い
る
。　

「
緊
急
支
援
金
は
ま
る
で
干
ば
つ
の
大
地
に

降
っ
た
雨
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
特
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中
学
校
に
通
う
宏
君
（
仮
名
‥
ホ
ン
君
）

の
お
父
さ
ん
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の

パ
ー
ト
従
業
員
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
土
産
物

の
路
上
販
売
を
し
て
い
る
。
今
年
の
二
月
以
来
、

観
光
客
が
急
減
し
た
こ
と
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

売
り
上
げ
も
激
減
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
収
入
で

一
家
は
辛
う
じ
て
暮
ら
し
て
い
た
が
、
今
の
生

活
は
も
っ
と
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

春
節
が
明
け
る
と
南
投
の
古
参
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
曾
彩
琴
（
ツ
ン
・
ツ
ァ
イ
チ
ン
）
さ
ん
は
他
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
と
一
緒
に
集
集
、
竹
山
、
鹿

谷
な
ど
を
訪
問
し
た
。
二
月
に
九
二
一
希
望
工

程
（
台
湾
中
部
大
地
震
で
倒
壊
し
た
学
校
を
再

建
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
で
建
て
ら
れ
た
集
集

中
学
校
を
訪
れ
た
時
、
曾
さ
ん
は
直
ぐ
に
教
務

主
任
の
陳
恵
娟
（
チ
ェ
ン
・
フ
ェ
イ
ジ
ュ
エ
ン
）

さ
ん
が
自
分
の
教
え
子
だ
と
分
か
っ
た
。
二
人

は
再
会
を
喜
び
合
い
、
安
堵
し
た
。

「
慈
済
は
経
済
的
な
支
援
だ
け
で
な
く
、
多

方
面
か
ら
必
要
な
こ
と
を
支
援
し
て
く
れ
て
い

ま
す
」
。
陳
主
任
は
慈
済
の
「
安
心
就
学
」
計

画
を
知
っ
て
、
そ
の
成
果
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
。
申
請
登
録
チ
ー
ム
か
ら
情
報
を
も
ら
い
、

各
学
級
の
先
生
た
ち
の
協
力
で
案
件
を
報
告
し

て
も
ら
っ
た
。
宏
君
も
そ
の
中
の
一
人
だ
っ
た
。

中
部
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
長
期
に
わ

た
っ
て
「
安
心
就
学
」
と
い
う
企
画
を
推
進
し

て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
的
影
響
を

受
け
た
家
庭
の
子
供
の
就
学
に
影
響
が
で
な
い

よ
う
、
今
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
範
囲
を
拡
大
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た
め
、
子
供
の
学
費
が
負
担
で
き
な
く
な
っ
た
。

そ
の
翌
年
、
慈
済
は
「
安
心
就
学
」
と
い
う
企

画
を
推
進
し
、
各
地
域
の
慈
済
教
師
懇
親
会
の

先
生
と
訪
問
ケ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
積
極
的
に

各
学
校
を
訪
問
し
た
。
北
部
と
中
部
地
区
だ
け

で
千
校
以
上
に
足
を
運
び
、
学
校
と
協
力
し
て

生
活
が
困
窮
し
て
い
る
家
庭
に
実
質
的
な
必
要

に
応
じ
て
支
援
し
た
。

今
回
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振

る
っ
て
い
る
時
、
「
安
心
就
学
」
計
画
は
殊
更

に
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
六
月
中
旬
ま
で
に

台
中
、
彰
化
、
南
投
な
ど
の
地
域
で
、
慈
済
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
社
会
福
祉
人
員
は
計
八
百
十
八

校
の
学
校
を
訪
れ
、
各
学
校
か
ら
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
経
済
的
な
困
難
に
陥
っ
た
家
庭
、

三
百
七
十
件
の
報
告
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
隔
世
養

育
家
庭
や
ひ
と
り
親
の
家
庭
は
経
済
的
に
行
き

詰
ま
っ
て
も
、
そ
の
大
半
が
社
会
資
源
の
協
力

を
ど
う
求
め
た
ら
よ
い
の
か
が
分
か
っ
て
お
ら

ず
、
ま
た
親
が
仕
事
で
忙
し
い
為
に
、
子
供
は

ケ
ア
と
愛
の
導
き
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
気
付
い
た
。

曽
さ
ん
に
同
行
し
て
竹
山
地
域
の
学
校
を
訪

に
登
録
し
、
毎
月
金
銭
的
な
支
援
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
し
か
し
宏
君
の
家
族
は
「
こ
の
困
難

は
な
ん
と
か
乗
り
越
え
ま
す
」
と
お
礼
を
言
っ

て
断
っ
た
。
曾
さ
ん
は
学
校
側
と
そ
の
家
族
に
、

将
来
も
し
生
活
に
困
っ
た
り
支
援
を
必
要
と

す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
は
、
い
つ
で
も
遠
慮
な

く
報
告
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
直
ぐ
に
駆
け
つ
け

ま
す
、
と
言
っ
た
。

多
方
面
か
ら
の
寄
り
添
い
、

家
庭
に
合
わ
せ
た
ケ
ア
を
す
る

二
〇
〇
八
年
の
世
界
金
融
危
機
の
時
、
多
く

の
企
業
や
商
店
が
不
況
の
煽
り
を
受
け
、
世
界

各
地
か
ら
の
オ
ー
ダ
ー
が
途
絶
え
た
こ
と
で
、

従
業
員
に
対
し
て
「
無
給
休
暇
」
を
実
施
し
た

●
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
台
湾
中
部
の
８
０
０
校
余
り

の
学
校
に
赴
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
た
弱
者
世

帯
の
子
供
た
ち
を
支
援
し
て
い
る
。
台
中
市
の
東
興
小
学

校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
「
安
心
就
学
」
計
画
に
は
定
員
制

限
は
な
く
、
家
庭
訪
問
し
て
か
ら
、
学
生
の
事
情
に
合
わ

せ
て
支
援
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
撮
影
・
劉
淑
媛
）



か
ら
な
い
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
一
人
も

余
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
ま
だ
ま
だ
歩
き
続

け
る
つ
も
り
で
あ
る
。

南
投
の
延
平
小
学
校
を
定
年
退
職
し
た
、
慈

済
教
師
懇
親
会
の
先
生
の
曾
さ
ん
は
、
以
前
、

彼
女
が
教
鞭
を
取
っ
て
い
た
時
、
既
に
一
部
の

生
徒
は
家
庭
が
貧
し
い
故
に
、
就
学
が
難
し
か

っ
た
の
を
目
に
し
て
い
た
た
め
、
特
に
子
供
が

安
心
し
て
就
学
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
。
今
年
は
防
疫
第
一
だ
が
、

曾
さ
ん
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
と
共
に
も
っ

と
多
く
の
学
校
を
訪
れ
、
弱
者
家
庭
の
学
生
を

訪
問
し
、
大
衆
の
愛
を
結
集
す
る
こ
と
で
子
供

た
ち
を
「
学
校
に
通
わ
せ
」
、
教
育
を
通
し
て

人
生
が
変
わ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

(

慈
済
月
刊
六
四
四
期
よ
り)

「
安
心
就
学
計
画
は
、
た
だ
就
学
の
支
援
を

す
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
社
会
福
祉
人

員
の
魏
さ
ん
が
強
調
し
た
。
慈
済
は
更
に
こ
の

企
画
を
通
じ
て
学
校
側
と
手
を
携
え
る
と
同
時

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
っ
て
深
く
家
庭
と
係

り
、
子
供
や
家
庭
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
、
経
済
的
支
援
で
生
活
物
資
を
届
け
た

り
、
心
の
面
で
寄
り
添
う
な
ど
多
方
面
で
関
心

を
寄
せ
て
、
速
や
か
に
困
窮
か
ら
脱
す
る
よ
う

協
力
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
衆
の
愛
を
結
集
、

子
供
を
学
校
に
通
わ
せ
る

　
数
百
校
を
訪
問
し
て
最
終
的
に
コ
ロ
ナ
禍
で

影
響
を
受
け
た
子
供
を
何
人
助
け
ら
れ
る
か
分

た
ち
を
学
校
に
行
か
せ
、
一
家
な
ん
と
か
暮
ら

し
て
い
く
、
と
お
母
さ
ん
が
言
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、
中
学
、
高
校
、
職

業
学
校
に
通
う
三
人
の
子
供
が
ベ
ッ
ド
の
上
や

床
の
上
で
勉
強
し
た
り
、
本
を
読
ん
で
い
る
の

を
見
て
、
勉
強
に
適
し
た
環
境
に
欠
け
て
い
る

と
判
断
し
、
こ
の
家
に
勉
強
机
を
贈
る
こ
と
を

決
め
た
。

五
月
三
十
一
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
協

力
し
て
三
つ
の
机
を
運
び
込
ん
だ
。
「
家
の
環

境
を
整
え
て
こ
そ
、
勉
強
は
や
る
気
が
出
る
の

よ
」
と
三
人
の
子
供
に
言
っ
た
。
子
供
た
ち
の

笑
顔
を
見
て
、
暑
い
日
で
汗
ま
み
れ
だ
っ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
癒
さ
れ
た
が
、
相
変
わ
ら

ず
の
お
節
介
な
性
格
か
ら
一
言
、
「
頑
張
っ
て
」

と
子
供
た
ち
に
言
っ
た
。

問
し
た
慈
済
台
中
支
部
社
会
福
祉
人
員
の
魏
怡

嫣
（
ウ
ェ
イ
・
イ
ー
イ
ェ
ン
）
さ
ん
は
、今
回
の
「
安

心
就
学
」
計
画
の
調
査
で
、
職
業
高
校
飲
食
学

科
一
年
生
の
念
ち
ゃ
ん
（
仮
名
‥
ニ
ェ
ン
）
の

こ
と
が
深
く
印
象
に
残
っ
た
。

毎
回
ク
ラ
ス
で
食
材
費
用
を
集
め
る
時
、
念

ち
ゃ
ん
だ
け
指
定
の
日
に
払
え
な
い
こ
と
が
多

か
っ
た
た
め
、
学
校
側
は
慈
済
の
「
安
心
就
学
」

計
画
を
知
っ
て
か
ら
、
そ
れ
に
申
し
込
ん
だ
。

念
ち
ゃ
ん
の
お
父
さ
ん
は
早
く
に
亡
く
な
り
、

中
国
籍
の
お
母
さ
ん
は
介
護
の
仕
事
を
し
て
い

る
が
、
毎
日
朝
早
く
出
か
け
て
夜
遅
く
に
帰
り
、

一
人
で
三
人
の
子
供
を
育
て
て
い
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
た
ち
が
訪
問
し
た
時
、
お
母
さ
ん
は
そ

の
好
意
を
断
っ
た
。
毎
回
、
学
校
の
費
用
を
規

定
の
日
に
払
え
な
く
て
も
、
自
分
の
力
で
子
供
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台
湾
　弱
者
世
帯
へ

二
〇
二
〇
年
一
月
下
旬
、
春
節
を
迎
え
る

喜
び
と
希
望
に
満
ち
た
街
の
空
気
が
、

突
如
現
れ
た
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
か
き
消
さ
れ

た
。
一
月
二
十
三
日
午
前
十
時
、
武
漢
の
街
は
、

ま
る
で
一
時
停
止
ボ
タ
ン
を
押
さ
れ
た
か
の
よ

う
に
静
ま
り
か
え
っ
た
。
こ
の
時
か
ら
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
人
々
の
生
活
を
大
き
く
か

き
乱
し
始
め
た
。

中
国
の
至
る
所
で
道
路
や
都
市
、
そ
し
て
農

村
が
封
鎖
さ
れ
、
瞬
時
に
し
て
マ
ス
ク
が
も
っ

と
も
重
要
な
感
染
対
策
グ
ッ
ズ
と
な
っ
た
。
各

地
の
大
病
院
で
は
感
染
予
防
物
資
が
不
足
し
、

慈
済
に
次
々
と
支
援
を
求
め
て
き
た
。
二
月
六

日
、
広
州
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
感
染
予

➡
広
州
白
雲
国
際
空
港
に
あ
る
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
、

昼
間
は
業
務
で
繁
忙
な
た
め
、
慈
済
の
物
資
の
受
領
と
荷

卸
し
は
夜
に
行
う
し
か
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
明

け
方
ま
で
作
業
を
続
け
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
撮
影
・
張
翠
貞
）

文
・
陳
麗
安
　
撮
影
・
蕭
耀
華
　
訳
・
惟
明

広
州
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
感
染
予
防

物
資
調
達
チ
ー
ム
を
結
成
し
た
。
彼
ら
は
、

業
者
の
選
定
、
サ
ン
プ
ル
の
確
認
、
契
約
締
結
、

税
関
申
告
、
国
際
物
流
の
手
配
と
い
っ
た
業

務
に
尽
力
し
、
慈
済
の
愛
を
六
十
カ
国
余
り

に
送
り
届
け
て
来
た
。

彼
ら
は
け
っ
し
て
目
立
た
な
い
け
れ
ど
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
最
前
線
で
戦
っ
て

い
る
医
療
現
場
の
人
々
を
、
後
方
か
ら
し
っ

か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
。

愛
の
中
継
地

広
州
感
染
予
防
物
資
調
達
チ
ー
ム
の
昼
と
夜

文
・
荘
厳
、
祁
海
東
（
広
州
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　訳
・
有
田
夏
子

特
別
報
道
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は
、
本
部
と
協
力
し
て
、
「
感
染
予
防
物
資
調

達
チ
ー
ム
」
を
結
成
し
た
。
中
国
蘇
州
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
荘
雪
吟
（
ジ
ュ
ア
ン
・

シ
ュ
エ
イ
ン
）
さ
ん
、
楊
華
（
ヤ
ン
・
ホ
ワ
）

さ
ん
、
郭
奕
艶
（
グ
オ
・
イ
ー
イ
エ
ン
）
さ
ん
、

莫
佳
妮
（
モ
ー
・
ジ
ア
ニ
ー
）
さ
ん
ら
は
、
毎

日
テ
レ
ワ
ー
ク
に
励
ん
だ
。
ま
た
、
広
州
で
は

唐
さ
ん
と
張
さ
ん
を
は
じ
め
李
紅
莉
（
リ
ー
・

ホ
ン
リ
ー
）
さ
ん
、
傅
金
花
（
フ
ー
・
ジ
ン
ホ
ワ
）

さ
ん
、
呉
広
超
（
ウ
ー
・
グ
ア
ン
チ
ャ
オ
）
さ
ん
、

林
春
燕
（
リ
ン
・
チ
ュ
ン
イ
エ
ン
）
さ
ん
ら
が

毎
日
慈
済
広
州
天
河
の
事
務
所
に
集
ま
り
、
業

者
の
選
定
、
資
格
審
査
、
サ
ン
プ
ル
確
認
、
契

約
締
結
、
税
関
申
告
、
国
際
物
流
と
い
っ
た
一

連
の
作
業
を
分
担
し
て
行
っ
た
。
彼
ら
は
朝
か

ら
晩
ま
で
電
話
を
か
け
続
け
、
時
間
と
競
争
し

て
感
染
予
防
物
資
を
競
っ
て
買
い
付
け
、
海
外

の
急
を
要
す
る
地
域
へ
い
ち
早
く
届
け
た
。

調
達
チ
ー
ム
は
結
成
さ
れ
た
が
、
多
く
の
問

題
に
直
面
し
た
。
ま
ず
工
場
で
は
原
材
料
が
不

足
し
、
物
価
が
高
騰
し
た
。
ま
た
、
感
染
予
防

物
資
の
輸
出
に
は
各
種
の
許
可
証
が
必
要
だ
っ

た
。
国
際
便
の
運
行
も
減
少
し
、
貨
物
タ
ー
ミ

ナ
ル
は
物
資
で
溢
れ
て
い
る
の
に
、
税
関
の
検

査
は
時
間
が
か
か
り
、
ど
の
便
に
ど
れ
だ
け
積

載
可
能
か
も
な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
等
の
様
々

な
試
練
に
見
舞
わ
れ
た
。

調
達
チ
ー
ム
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー

防
物
資
の
中
国
国
内
積
み
替
え
チ
ー
ム
を
結

成
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ

レ
ー
シ
ア
な
ど
の
国
々
で
調
達
さ
れ
、
寄
贈
さ

れ
た
マ
ス
ク
や
隔
離
服
、
防
護
服
、
手
袋
な
ど

を
受
け
取
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
手
を

借
り
な
が
ら
、
空
輸
や
宅
配
便
な
ど
の
方
法
で

感
染
状
況
の
最
も
深
刻
な
武
漢
や
、
そ
の
他

二
十
三
省
、
百
を
超
え
る
県
と
市
の
、
六
百
カ

所
超
え
る
病
院
や
第
一
線
の
感
染
対
策
機
関
へ

送
り
届
け
た
。

三
月
に
入
り
、
中
国
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
や
や
落
ち
着
き
を
見

せ
て
き
た
が
、
今
度
は
世
界
中
で
感
染
が
じ
わ

じ
わ
と
広
が
り
始
め
、
そ
の
勢
い
は
や
が
て
激

し
く
な
っ
た
。

物
資
の
調
達
は
共
同
作
業

二
月
末
に
は
、
広
州
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
唐

惟
良
（
タ
ン
・
ウ
エ
イ
リ
ャ
ン
）
さ
ん
と
張
玲

（
チ
ャ
ン
・
リ
ン
）
さ
ん
の
夫
婦
が
、
慈
済
基

金
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
協
力
し
な
が

ら
、
感
染
予
防
物
資
を
海
外
で
調
達
す
る
準
備

を
始
め
て
い
た
。
だ
が
、
感
染
の
波
が
次
々
と

押
し
寄
せ
る
中
、
海
外
物
資
に
対
す
る
需
要
量

は
日
増
し
に
増
え
た
の
で
、
現
地
で
も
チ
ー
ム

の
結
成
が
不
可
欠
と
な
っ
た
。

三
月
十
二
日
、
広
州
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち



夜
が
明
け
る
ま
で
　

感
染
対
策
に
励
む

感
染
症
が
拡
大
す
る
と
、
広
州
空
港

電
商
国
際
産
業
パ
ー
ク
の
国
際
物
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
で
取
り
継
が
れ
る
の
は
、

い
ず
れ
も
感
染
予
防
物
資
ば
か
り
だ
。

広
州
を
中
継
地
と
し
て
積
み
替
え
ら

れ
る
物
資
の
箱
に
は
、
慈
済
の
ラ
ベ

ル
を
貼
り
付
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
慈
済
の
愛
を
伝
え
る
た
め

で
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
荷
物
が
あ
ふ

れ
る
倉
庫
内
で
、
慈
済
の
荷
物
を
識

別
し
や
す
く
す
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。

つ
学
ん
で
い
こ
う
。
困
難
に
直
面
し
て
も
、
法

師
が
花
蓮
慈
済
医
院
を
創
設
し
た
当
初
の
艱
難

を
思
え
ば
、
私
た
ち
の
苦
労
な
ど
と
る
に
足
ら

な
い
こ
と
の
は
ず
だ
」
。

業
者
と
電
話
す
る
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
い

つ
も
こ
う
一
言
付
け
加
え
る
こ
と
を
忘
れ
な

か
っ
た
。
「
私
た
ち
は
商
売
を
し
て
い
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
と
共
に
ウ
イ
ル
ス
の

脅
威
と
戦
い
た
い
だ
け
な
の
で
す
…
…
」
。
す

る
と
、
こ
の
愛
に
満
ち
た
一
言
が
彼
ら
の
愛
を

呼
び
覚
ま
し
た
の
か
、
寄
付
や
物
資
の
寄
贈
、

輸
送
費
の
負
担
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
善
行
で

応
え
て
く
れ
た
。
感
染
が
拡
大
す
る
中
、
誰
も

が
運
命
共
同
体
な
の
だ
。

は
、
医
療
物
資
に
つ
い
て
も
、
海
外
貿
易
や
国

際
物
流
に
つ
い
て
も
、
ま
っ
た
く
の
素
人
だ
っ

た
。
だ
が
、
毎
日
膨
大
な
情
報
に
接
し
な
が
ら
、

大
量
の
電
話
に
よ
る
商
談
と
買
い
付
け
の
任
務

を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
上
に
、
世
界
各

国
の
連
絡
係
や
税
関
の
勤
務
時
間
に
合
わ
せ
る

必
要
も
あ
り
、
毎
日
の
仕
事
は
重
労
働
だ
っ
た
。

更
に
、
次
か
ら
次
へ
と
変
化
す
る
状
況
に
も
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
責
任
者
の
唐
さ
ん
は
、

し
ば
し
ば
こ
う
言
っ
て
仲
間
を
励
ま
し
た
。「
私

た
ち
は
国
際
貿
易
の
門
外
漢
だ
け
ど
、
一
つ
一
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➡

広
州
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
６
名
が
、
慈
済
広
州
天
河
支

部
に
集
ま
り
、
感
染
予
防
物
資
の
調
達
に
力
を
尽
く
し
て

い
た
。
（
撮
影
・
謝
奉
恩
）



た
と
思
っ
て
い
ま
す
」
。

四
月
二
十
五
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ
ブ
・
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
航
空
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
広
州
白

雲
国
際
空
港
に
降
り
立
ち
、
感
染
予
防
物
資
を

積
ん
で
戻
っ
て
き
た
。
こ
う
し
て
千
八
百
三
十

箱
、
五
万
着
近
い
防
護
服
と
、
二
千
個
の
防
護

フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
が
、
第
一
線
の
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
も
と
へ
と
届
け
ら
れ
た
。

曽
峰
（
ゾ
ン
・
フ
ォ
ン
）
師
兄
は
感
染
予
防
物

資
の
積
み
替
え
作
業
に
、
ほ
ぼ
毎
回
参
加
し
た
。

交
通
係
、
総
務
、
人
文
真
善
美
（
撮
影
記
録
係
）、

香
積
（
炊
き
出
し
係
）
な
ど
、
そ
の
時
々
で
人

手
が
足
り
な
い
業
務
を
補
っ
て
い
た
彼
は
、
こ

う
語
っ
た
。「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
師
姐
（
ス
ー
ジ

要
が
あ
る
と
い
う
。
十
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た

ち
は
広
州
空
港
電
商
国
際
産
業
パ
ー
ク
に
引
き

返
し
て
物
資
の
搬
入
を
行
い
、
作
業
は
午
前
三

時
に
よ
う
や
く
完
了
し
た
。
こ
れ
ら
の
医
療
用

手
袋
は
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
南
ア
フ
リ
カ
、

レ
ソ
ト
の
四
カ
国
へ
送
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
。

午
前
三
時
ま
で
物
資
の
積
み
替
え
作
業
を
手

伝
っ
て
い
た
呉
威
毅
（
ウ
ー
・
ウ
エ
イ
イ
ー
）

師
兄
（
ス
ー
シ
ョ
ン
）
が
最
も
気
に
か
け
て
い

た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で
い
る
両
親
の
こ

と
だ
っ
た
。
「
家
で
ニ
ュ
ー
ス
を
見
な
が
ら
心

配
し
て
い
る
よ
り
、
物
資
の
積
み
替
え
に
力
を

尽
く
す
方
が
、
気
持
ち
が
落
ち
着
き
ま
す
。
こ

の
作
業
の
手
伝
い
が
で
き
て
、
本
当
に
良
か
っ

四
月
十
八
日
の
夜
、
吉
林
省
の
長
春
市
か

ら
広
州
市
へ
防
護
服
が
届
い
た
。
広
州
と
そ

の
近
隣
都
市
の
仏
山
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
三
十

名
余
り
が
、
広
州
空
港
電
商
国
際
産
業
パ
ー

ク
に
集
ま
っ
た
。
夜
の
十
時
半
か
ら
、
皆
で

協
力
し
て
荷
下
ろ
し
や
倉
庫
へ
の
搬
入
を
始

め
、
夜
中
に
よ
う
や
く
仕
事
を
終
え
た
。
こ
の

千
二
百
五
十
六
箱
、
重
さ
に
し
て
十
二
ト
ン
の

防
護
服
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ネ
パ
ー
ル
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
共
和

国
な
ど
六
カ
国
へ
届
け
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
。

午
前
一
時
、
帰
路
に
着
い
て
い
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
た
ち
に
、
ま
た
連
絡
が
入
っ
た
。
更
に

八
百
三
十
五
箱
の
手
袋
を
倉
庫
へ
搬
入
す
る
必

昼
間
は
倉
庫
業
務
が
繁
忙
な
た
め
、
慈
済
の
感

染
予
防
物
資
の
受
け
取
り
と
荷
卸
し
、
そ
し
て

箱
に
ラ
ベ
ル
を
貼
る
作
業
は
全
て
、
夜
十
時
以

降
に
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
広
州
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
た
ち
は
数
十
回
に
わ
た
っ
て
国
際
物
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
通
い
続
け
、
明
け
方
ま
で
作
業

を
続
け
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

四
月
二
日
、
中
国
で
調
達
し
た
感
染
予
防
物

資
が
、
初
め
て
広
州
白
雲
国
際
空
港
を
中
継
地

と
し
て
飛
び
立
っ
た
。
十
名
余
り
の
広
州
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
広
州
白
雲
国
際
空
港
の
国
際
物

流
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
ラ
ベ
ル
を
貼
り
、
物
資
を
整

理
し
て
、
慈
済
の
愛
を
海
外
で
感
染
症
と
戦
っ

て
い
る
第
一
線
へ
送
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
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エ
）
た
ち
は
空
港
で
の
仕
事
に
は
縁
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
皆
の
体
力
を
補
う
た
め
に
饅

頭
（
マ
ン
ト
ウ
）
を
蒸
し
た
り
、
お
菓
子
を
作
っ

た
り
、
お
汁
粉
を
煮
た
り
し
て
く
れ
た
の
で
、

私
が
届
け
ま
し
た
。
大
量
の
食
料
を
軍
隊
の
最

前
線
に
送
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
で
し
た
」
。
大

愛
を
抱
く
慈
済
人
の
団
体
で
一
緒
に
奉
仕
す
れ

ば
、
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
疲
れ
て
も
、
心
は
喜

び
と
感
謝
で
満
た
さ
れ
る
。
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
リ

ス
ク
の
中
で
も
し
っ
か
り
と
予
防
措
置
を
取
っ

て
い
れ
ば
、
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

変
化
球
を
受
け
止
め
な
が
ら

務
め
を
果
た
す

広
州
の
天
河
連
絡
所
で
も
、
同
じ
よ
う
に
毎

日
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
感
染
予
防
物
資
の
買

付
け
と
発
送
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
一
階
と
二

階
の
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
呼
吸
器
、
隔

離
服
、
マ
ス
ク
、
体
温
計
な
ど
の
物
資
が
整
然

と
並
べ
ら
れ
、
次
の
発
送
を
待
っ
て
い
た
。
こ

こ
は
、
ま
さ
に
愛
の
中
継
地
な
の
だ
。

中
国
に
お
け
る
感
染
状
況
は
徐
々
に
収
ま
っ

て
き
て
い
た
が
、
広
州
市
の
各
種
禁
止
令
は
ま

だ
解
除
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
輸
入
相
手
国
の

感
染
予
防
物
資
に
対
す
る
品
質
要
求
や
輸
出

す
る
物
資
の
品
質
保
証
な
ど
に
対
し
て
、
税
関

は
四
度
に
わ
た
っ
て
規
定
を
変
更
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
税
関
の
検
査
基
準
を
満
た
す
た
め
、

い
つ
で
も
変
化
球
を
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
ラ
ベ
ル
の
張
り
替
え
や
許
可
証
の

内
容
の
付
け
加
え
、
更
に
は
中
国
語
と
英
語
に

よ
る
説
明
書
の
補
填
な
ど
を
し
た
。

職
員
の
林
春
燕
（
リ
ン
・
チ
ュ
ン
イ
エ
ン
）

さ
ん
は
こ
う
語
っ
た
。
「
こ
の
期
間
中
に
呼
び

か
け
る
と
必
ず
一
に
対
し
て
百
の
反
応
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。
三
、
四
人
の
人
手
が
欲
し
い
と

言
え
ば
十
人
が
、
空
港
で
二
、
三
十
人
足
り
な

い
と
言
え
ば
四
十
人
が
集
ま
っ
て
く
れ
た
の
で

す
。
ま
る
で
菩
薩
が
地
か
ら
湧
き
出
て
く
る
よ

う
で
し
た
。
そ
う
い
う
反
応
や
力
と
い
う
も
の

は
、
と
て
も
不
思
議
な
も
の
で
す
。
チ
ー
ム
の
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ボ
リ
ビ
ア
の
サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
市
の
病
院
が
、
慈
済
の

寄
贈
し
た
人
工
呼
吸
器
と
医
療
防
護
設
備
を
受
け
取
っ
た
。

そ
れ
ら
は
病
室
で
使
え
る
だ
け
で
な
く
、
救
急
車
に
設
置

し
て
使
う
こ
と
も
で
き
る
。
（
写
真
提
供
・
謝
禎
祥
）



門
外
漢
の
調
達
奮
闘
記

感
染
予
防
物
資
は
購
入
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
奪
い
合
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
。
業
者
の

店
先
は
物
資
を
買
い
求
め
る
人
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
期
待
を
抱
い
て
業
者
に
連
絡
し
て
も
断
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
、
昼
間
は
い
つ
も
電
話
を
掛
け
る
仕
事
に
追
わ
れ
た
。

文
・
唐
惟
良
（
慈
済
基
金
会
蘇
州
職
員
）
　
訳
・
有
田
夏
子

今
年
の
旧
正
月
の
大
晦
日
、
私
と
妻
の
張
玲

は
下
の
娘
を
連
れ
て
広
州
か
ら
マ
レ
ー

シ
ア
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
観
光
旅
行
に
出
か
け

た
。
一
月
二
十
七
日
に
バ
リ
島
に
到
着
し
た
が
、

そ
の
翌
日
の
早
朝
、
慈
済
が
全
世
界
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
動
員
し
、
感
染
予
防
物
資
を
集
め
て
、

感
染
症
が
広
が
っ
た
地
域
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
を

支
援
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
私
た
ち
は
直

ち
に
観
光
の
日
程
を
切
り
上
げ
、
馴
染
み
の
な

い
バ
リ
島
で
医
療
用
マ
ス
ク
を
探
し
始
め
た
。

み
な
さ
ん
の
努
力
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
」
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
い
つ
も
こ
う
語
る
。
「
一

人
で
も
多
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
力
は
増
し
ま
す
。

海
外
の
感
染
状
況
が
深
刻
な
時
、
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
人
々
の

役
に
立
て
る
機
会
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
」
。
韋
利
娟
（
ウ
エ
イ
・

リ
ー
ジ
ュ
エ
ン
）
さ
ん
は
幼
稚
園
の
先
生
だ
が
、

感
染
症
対
策
で
休
校
に
な
っ
た
た
め
、
毎
日

天
河
連
絡
所
で
待
機
し
な
が
ら
物
資
を
整
理

し
、
雑
務
を
こ
な
し
て
い
た
。
「
そ
れ
は
静
思

の
弟
子
と
し
て
行
う
べ
き
務
め
で
す
」
と
彼
女

は
言
っ
た
。

慈
済
は
、
八
十
カ
国
以
上
の
国
々
に
感
染
予

防
物
資
を
送
っ
て
支
援
す
る
計
画
を
立
て
て

い
る
。
こ
の
二
カ
月
余
り
、
航
空
便
や
チ
ャ
ー

タ
ー
便
、
国
際
宅
配
便
な
ど
に
よ
っ
て
、
既

に
七
十
カ
国
近
く
の
国
へ
物
資
が
届
け
ら
れ

た
。
感
染
症
に
よ
る
影
響
は
非
情
だ
が
、
人

間
（
じ
ん
か
ん
）
に
は
愛
が
あ
る
。
中
国
の
感

染
状
況
が
深
刻
だ
っ
た
時
、
海
外
の
慈
済
人
は

無
私
の
支
援
を
し
て
く
れ
た
。
海
外
の
感
染
状

況
が
深
刻
に
な
っ
た
今
は
、
中
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
た
ち
が
そ
の
縁
に
よ
り
力
を
尽
く
し
て
、
敬

虔
な
心
で
使
命
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。
感

染
症
が
一
刻
も
早
く
収
ま
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
に

平
安
な
日
々
が
訪
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て

い
る
。(

慈
済
月
刊
六
四
四
期
よ
り)
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の
卸
し
業
者
に
た
ど
り
着
い
た
。
そ
の
お
か
げ

で
私
た
ち
は
、
医
療
用
マ
ス
ク
を
次
々
と
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
、
世
界
の
コ
ロ
ナ

禍
の
状
況
は
刻
々
と
変
化
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

政
府
は
二
月
五
日
よ
り
中
国
直
行
便
の
運
行
を

停
止
す
る
と
発
表
し
た
た
め
、
私
た
ち
は
調
達

し
た
物
資
を
そ
の
期
日
ま
で
に
飛
行
機
に
載
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

搬
送
手
配
、
税
関
申
告
、
通
関
手
続
き
及
び

各
機
関
と
の
対
応
等
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
、
長

沙
市
、
広
州
市
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
バ
リ
島
の
慈

済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
、
そ
し
て
花
蓮
本
部
の

師
兄
と
師
姐
（
ス
ー
ジ
エ
）
の
皆
さ
ん
に
よ
る

熱
心
な
指
導
と
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
お
か
げ

で
私
た
ち
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
八
日
間
に

こ
と
を
知
る
と
、
彼
は
「
慈
済
の
こ
と
は
知
っ

て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
良
い
こ
と
を
た

く
さ
ん
し
て
い
ま
す
」
と
言
っ
た
。

彼
の
よ
そ
よ
そ
し
い
態
度
が
一
変
し
て
、
私

た
ち
の
物
資
調
達
に
も
熱
心
に
付
き
合
っ
て
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
私
た
ち
の

チ
ー
ム
に
新
た
な
戦
力
が
加
わ
っ
た
。
ま
た
、

ず
っ
と
困
っ
て
い
た
言
葉
の
問
題
に
つ
い
て

も
、
よ
う
や
く
助
っ
人
が
見
つ
か
っ
た
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
留
学
生
の
ミ
ス
・
ベ
ン
テ
ィ
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
通
訳
を
し
て
く
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
だ
。

私
た
ち
は
毎
日
、
予
防
物
資
を
求
め
て
歩
き

回
っ
た
。
店
舗
は
ど
こ
も
売
り
切
れ
だ
っ
た
が
、

何
度
も
不
思
議
な
縁
に
導
か
れ
て
、
医
療
用
品

支
店
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ー
ル
ス
部
の
王
美

水
（
ワ
ン
・
メ
イ
シ
ュ
イ
）
師
兄
（
ス
ー
シ
オ
ン
）

だ
っ
た
。
彼
が
各
機
関
と
迅
速
に
連
絡
を
取
っ

て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
お
互
い
初
対
面
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
な
る
臨
時
の
調
達
チ
ー
ム
が
結
成
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
第
一
回
目
の
物
資
を

飛
行
機
に
載
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
バ
リ
島
に
残
っ
て
調
達
を
続
け

る
こ
と
に
し
た
。
予
約
し
た
タ
ク
シ
ー
の
ア

リ
ー
さ
ん
と
い
う
運
転
手
は
、
私
た
ち
が
中
国

か
ら
来
た
こ
と
を
知
る
と
、
す
ぐ
に
マ
ス
ク
を

着
け
、
あ
か
ら
さ
ま
に
私
た
ち
と
距
離
を
と
ろ

う
と
し
た
。
だ
が
、
私
た
ち
が
慈
済
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
マ
ス
ク
を
調
達
し

て
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
寄
贈
し
よ
う
と
し
て
い
る

言
葉
が
全
く
通
じ
な
い
異
国
の
地
で
、
電
子

マ
ッ
プ
と
翻
訳
ソ
フ
ト
だ
け
を
頼
り
に
マ
ス
ク

の
売
り
手
を
探
し
、
そ
し
て
、
医
療
用
と
し
て

の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
夕
方
、
バ
リ
島
の
ヌ
ラ
・
ラ
イ

国
際
空
港
に
着
き
、
マ
ス
ク
を
輸
送
し
て
く
れ

る
航
空
会
社
を
探
そ
う
と
し
た
が
、
広
大
な
空

港
で
は
中
国
語
を
話
せ
る
ス
タ
ッ
フ
が
一
人
も

い
な
か
っ
た
。
成
す
術
が
な
い
状
況
に
、
心
が

く
じ
け
そ
う
に
な
っ
た
。

言
葉
が
通
じ
な
い
う
え
に
、
国
際
輸
送
の
手

続
き
は
と
て
も
複
雑
だ
っ
た
。
お
腹
が
空
い
て

疲
れ
き
っ
た
私
た
ち
一
家
は
、
空
港
で
途
方
に

暮
れ
た
。
そ
ん
な
心
細
か
っ
た
時
に
手
を
差
し

伸
べ
て
く
れ
た
の
が
、
中
国
南
方
航
空
の
湖
南
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準
を
満
た
し
て
い
な
い
と
判
明
し
た
こ
と
も
あ

る
。
そ
ん
な
時
は
、
一
瞬
に
し
て
谷
底
に
突
き

落
と
さ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

多
く
の
人
々
が
愛
を
も
っ
て
指
導
と
協
力
に

あ
た
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
、
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
た
い
。
私
た
ち
は
多
く
の
見
知
ら
ぬ
業

者
の
中
か
ら
次
第
に
主
要
な
取
引
先
を
見
つ
け

出
し
た
。
だ
が
業
者
を
選
ん
だ
後
、
複
雑
で
気

を
揉
む
よ
う
な
契
約
の
問
題
が
待
っ
て
い
た
。

感
染
予
防
物
資
は
、
全
額
を
支
払
っ
た
後
で
な

け
れ
ば
発
送
さ
れ
な
い
た
め
、
信
頼
で
き
る
業

者
か
ど
う
か
を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

多
額
の
慈
済
の
善
意
か
ら
な
る
浄
財
を
支
払
い

に
あ
て
る
の
だ
か
ら
、
取
引
の
安
全
性
を
確
保

最
初
に
し
た
こ
と
は
、
業
者
を
選
定
す
る
こ
と

だ
っ
た
。
感
染
予
防
物
資
は
ひ
ど
く
不
足
し
て

お
り
、
人
々
は
そ
れ
を
購
入
す
る
と
い
う
よ
り

も
、
奪
い
合
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
。

業
者
の
店
先
は
い
つ
も
物
資
を
求
め
る
人
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
期
待
を
抱
い
て
業
者
に
連

絡
し
て
も
断
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
昼
間
は
い

つ
も
電
話
を
か
け
る
こ
と
に
追
わ
れ
た
。

感
染
予
防
物
資
は
品
目
が
多
く
、
ま
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
Ｃ
Ｅ
基
準
や
ア
メ
リ
カ
の
Ｆ
Ｄ
Ａ
基

準
な
ど
、
守
る
べ
き
基
準
も
多
い
。
初
め
は
何

も
知
ら
ず
、
や
っ
と
基
準
に
合
う
業
者
を
見
つ

け
た
と
思
っ
て
興
奮
し
て
台
湾
に
報
告
し
た

が
、
皆
で
詳
し
く
調
べ
た
結
果
、
や
は
り
基

探
し
ま
わ
り
、
人
々
へ
送
り
届
け
る
こ
と
に
奮

闘
し
た
。
愛
の
力
が
結
集
し
た
故
に
、
不
可
能

を
可
能
に
し
た
の
だ
。
私
た
ち
に
協
力
し
て
く

れ
た
す
べ
て
の
人
に
心
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
捧

げ
た
く
、
こ
こ
に
記
す
。

苦
労
の
中
に
喜
び
を
見
出
す

私
は
昨
年
の
十
一
月
に
機
会
が
あ
っ
て
仕
事

で
広
州
へ
派
遣
さ
れ
、
一
家
で
広
州
に
移
り
住

み
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

な
っ
た
。
今
年
二
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
広

州
へ
戻
っ
た
後
、
本
部
の
宗
教
処
の
指
導
の
も

と
、
感
染
予
防
物
資
調
達
チ
ー
ム
を
結
成
し
た
。

三
十
二
万
七
千
点
余
り
に
の
ぼ
る
医
療
用
マ
ス

ク
と
医
療
用
手
袋
を
調
達
し
、
そ
れ
を
直
ち
に

中
国
国
内
へ
発
送
し
、
感
染
防
止
の
第
一
線
で

働
く
人
々
の
も
と
へ
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
。

今
ま
で
の
生
活
で
は
、
マ
ス
ク
は
あ
り
ふ
れ
た

も
の
に
過
ぎ
ず
、
コ
ス
ト
は
一
枚
あ
た
り
一
元
に

も
満
た
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
地
面
に
落
ち
て
い

て
も
拾
お
う
と
す
る
人
の
い
な
い
一
元
硬
貨
を

思
わ
せ
る
。
だ
が
こ
の
春
節
の
間
に
、
そ
の
取

る
に
足
ら
な
い
日
常
品
が
、
人
々
が
求
め
て
や

ま
な
い
「
贅
沢
品
」
に
な
っ
た
の
だ
。

慈
済
人
の
一
家
と
、
愛
で
結
ば
れ
た
臨
時

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
、
バ
リ
島
で
マ
ス
ク
を
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た
。
臨
時
に
結
成
さ
れ
た
調
達
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
は
、
お
互
い
に
初
め
て
一
緒
に
仕
事
を
す

る
人
ば
か
り
で
、
し
か
も
仕
事
の
内
容
は
専
門

的
で
時
間
が
限
ら
れ
て
お
り
、
こ
な
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
が
多
く
、
そ
れ
ら
の
繋
が
り
も

複
雑
な
上
に
、
誰
も
が
自
分
の
意
見
を
持
っ
て

い
た
か
ら
だ
。

仏
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。
娑
婆
の
衆
生
は
自

我
が
強
く
、
他
人
の
言
葉
を
素
直
に
受
け
入
れ

届
け
た
。

三
月
の
中
旬
か
ら
調
達
が
始
ま
る
と
、
毎
日

が
と
て
も
忙
し
く
な
っ
た
。
皆
が
早
朝
の
三
時

か
四
時
に
は
起
床
し
、
静
か
に
数
字
を
整
理
し

た
り
原
稿
を
書
い
た
り
し
て
、
昼
間
の
調
達
作

業
に
備
え
た
り
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
そ
れ

は
簡
単
な
仕
事
で
は
な
か
っ
た
が
、
慈
済
で
長

年
鍛
え
ら
れ
た
お
か
げ
で
、
最
も
苦
し
い
時
に

も
心
に
一
筋
の
光
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
證
厳
法
師
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
解
決
策

は
問
題
よ
り
も
多
い
は
ず
」
と
い
う
教
え
を
信

じ
、
愛
が
問
題
を
溶
か
し
去
っ
て
く
れ
る
と
信

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

物
事
の
困
難
さ
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
と
思

わ
れ
た
が
、
人
間
関
係
の
難
し
さ
が
課
題
だ
っ

す
る
こ
と
が
新
た
な
課
題
と
な
っ
た

各
地
の
慈
済
人
た
ち
が
視
察
し
、
業
者
の
監

査
、
契
約
、
物
資
の
検
収
と
い
っ
た
仕
事
に
参

加
し
て
く
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
業
者
を
選
ぶ
際

に
は
第
三
者
の
実
地
視
察
を
行
う
よ
う
提
案
し

て
く
れ
た
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て
い
る
。
そ
れ

か
ら
、
私
た
ち
が
決
断
を
迷
っ
た
時
に
、
い
つ

も
問
題
の
本
質
を
指
摘
し
、
私
た
ち
が
五
里
霧

中
に
あ
っ
て
も
、
数
多
く
の
リ
ス
ク
を
避
け
て

通
る
よ
う
に
し
て
く
れ
た
本
部
の
宗
教
処
の
皆

さ
ん
に
も
改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
。

私
た
ち
は
百
社
以
上
の
業
者
と
商
談
し
、
そ

の
う
ち
二
十
数
社
と
契
約
を
交
わ
し
た
。
そ
し

て
こ
れ
ま
で
に
一
千
万
人
分
以
上
の
感
染
予
防

物
資
を
購
入
し
、
八
十
カ
国
以
上
の
国
へ
送
り
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➡

広
州
白
雲
国
際
空
港
の
駐
機
場
へ
の
出
入
を
許
可
さ
れ

た
広
州
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

セ
ブ
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
航
空
の
貨
物
便
と
し
て
手
配
さ
れ

た
旅
客
機
に
乗
り
込
ん
だ
。
貨
物
室
が
感
染
予
防
物
資
で

満
た
さ
れ
る
と
、
唐
惟
良
（
左
）
と
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
協

力
し
て
乗
客
用
座
席
に
防
護
服
を
運
び
入
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
撮
影
・
李
紅
莉
）



を
受
け
た
り
、
自
分
で
弁
当
を
注
文
し
て
食
べ

た
り
と
、
自
宅
に
ひ
き
こ
も
り
が
ち
の
生
活
を

送
っ
た
。
家
の
中
ば
か
り
で
大
丈
夫
だ
ろ
う
か

と
心
配
も
し
た
が
、
彼
女
は
自
宅
で
い
た
っ
て

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

毎
日
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
過
ご
し
て

い
る
と
、
證
厳
法
師
の
言
葉
が
よ
り
よ
く
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
感
謝
の
言
葉
は
、
い
く

ら
伝
え
て
も
足
り
な
い
。
一
人
一
人
全
身
全
霊

で
仕
事
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
調
達
チ
ー
ム
の

皆
さ
ん
、
そ
し
て
私
た
ち
を
忍
耐
強
く
支
え
て

く
れ
た
師
兄
と
師
姐
の
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
の

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
。

　
　
　
　
　

(

慈
済
月
刊
六
四
四
期
よ
り)

え
て
い
た
た
め
、
毎
日
が
と
て
も
辛
か
っ
た
。

今
、
生
活
は
意
義
の
あ
る
仕
事
を
す
る
た
め
に

あ
る
。
毎
日
苦
労
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
が
、
苦
労
の
中
に
も
喜
び
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
苦
し
い

生
活
を
送
っ
て
い
て
も
、
苦
し
み
を
感
じ
る
こ

と
は
な
い
。
苦
し
さ
の
中
に
、
喜
び
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

申
し
訳
な
か
っ
た
の
は
、
幼
い
娘
に
対
し
て

で
あ
る
。
毎
日
、
師
姐
と
一
緒
に
支
部
に
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
し
っ
か
り
者

の
娘
を
一
人
で
家
に
待
た
せ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
十
二
歳
に
な
る
娘
は
、
学
校
が
ま
だ
始
ま

ら
な
い
の
で
、
家
で
一
人
オ
ン
ラ
イ
ン
の
授
業

こ
と
に
、
私
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。
専
門

的
で
複
雑
な
仕
事
を
こ
な
し
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

の
中
で
自
分
を
鍛
え
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
人

間
性
の
弱
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し

て
、
無
明
を
破
り
、
そ
れ
を
徳
に
変
え
、
よ
り

良
い
自
分
に
出
会
う
こ
と
も
で
き
た
。　

こ
の
二
カ
月
間
の
仕
事
を
通
じ
て
、
證
厳
法

師
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
言
葉
が
少
し
ず
つ
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
生
活
は
仕
事
の
た
め

に
と
考
え
て
日
々
の
仕
事
に
没
頭
し
て
い
る

と
、
生
活
を
忘
れ
、
今
日
が
何
曜
日
で
あ
る

か
さ
え
気
に
し
な
く
な
る
。
毎
日
が
同
じ
よ
う

に
、
ご
く
単
純
に
、
忙
し
く
過
ぎ
て
い
く
。
以

前
、
仕
事
は
生
活
の
た
め
に
す
る
も
の
だ
と
考

が
た
い
。
一
人
一
人
意
見
を
譲
ら
ず
頑
固
な
の

で
あ
る
。
困
難
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
直
面
し
た

時
、
柔
軟
さ
を
堅
持
し
な
が
ら
、
効
率
よ
く
問

題
を
解
決
し
、
き
ち
ん
と
結
果
を
出
す
の
は
大

変
難
し
い
。
私
は
、
證
厳
法
師
の
「
十
在
心
路
」

の
教
え
を
い
つ
も
心
中
に
思
い
浮
か
べ
て
い
る
。

幸
い
に
も
こ
の
七
年
間
、
人
、
事
、
道
理
に

お
い
て
調
和
が
取
れ
、
困
難
を
機
に
心
を
磨
く

よ
う
に
、
と
言
う
證
厳
法
師
の
教
え
を
よ
く
耳

に
し
て
い
た
。
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
皆
の
心

は
一
つ
に
す
り
合
わ
さ
れ
て
成
長
し
、
気
づ
き
、

反
省
し
、
仕
事
を
通
じ
て
心
を
磨
い
て
き
た
の

で
、
次
第
に
全
て
が
順
調
に
進
む
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
任
務
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
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日
常
生
活
が
道
理
に
適
っ
て
い
れ
ば
、
天
理
も
自
然
と
順
調
に
な
り
ま
す
。

こ
の
世
が
平
安
で
あ
り
、
人
類
が
共
に
福
を
造
っ
て

萬
物
生
霊
を
愛
お
し
む
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

菜
食
は
愛
の
心
を
育
み
、
菜
食
す
る
人
が
多
け
れ
ば
福
も
多
く
な
り
ま
す
。

「
幸
運
」
と
い
う
保
護
膜
を
強
固
な
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
は
未

だ
収
束
し
て
お
ら
ず
、
半
年
余
り
も

目
に
見
え
ず
、
居
場
所
も
わ
か
ら
な
い
ウ

イ
ル
ス
が
世
界
を
覆
っ
て
い
ま
す
。
今
年

の
気
温
は
例
年
よ
り
も
か
な
り
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
諺
に
「
五
月
節
句
の
粽
を
食

べ
な
い
う
ち
は
冬
物
を
し
ま
う
な
」
と
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
今
年
は
端
午
の
節
句

の
一
、
二
カ
月
前
か
ら
と
て
も
暑
く
な
り
ま

し
た
。
こ
の
数
年
来
、
地
球
の
気
温
は
上

昇
し
続
け
、
極
端
な
気
象
現
象
は
益
々
酷

く
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
日
本
の
九
州
や
マ
レ
ー
シ
ア
の

ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
、
中
国
の
多
く
の
省
が
水

◎
訳
・
慈
願　

絵
・
林
淑
女

天
理
に
順
じ
て
衆
生
を
護
り
ま
し
ょ
う

【
證
厳
法
師
の
お
諭
し
】
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害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
大
自
然
の
瞬
時
に

し
て
あ
ら
ゆ
る
物
を
破
壊
す
る
威
力
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
人
力
の
な
ん
と
微
小
な
こ

と
と
痛
感
し
ま
し
た
。
ど
れ
だ
け
の
家
庭
が

苦
難
の
憂
き
目
に
遇
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
と

思
う
と
、
私
は
と
て
も
心
配
に
な
り
ま
し
た
。

中
国
で
は
二
十
余
り
の
省
が
被
災
し
、
度

を
越
し
た
雨
量
が
急
流
と
な
っ
て
流
れ
、
山
々

を
崩
落
さ
せ
、
道
路
を
寸
断
し
ま
し
た
。
家
々

は
押
し
流
さ
れ
、
恐
れ
お
の
の
き
な
が
ら
避

難
し
た
人
々
は
薄
い
テ
ン
ト
の
中
で
酷
暑
に

堪
え
て
い
ま
し
た
。
四
川
省
の
涼
山
彝
（
い
）

族
自
治
州
西
昌
市
で
土
石
流
が
発
生
し
、
冕

寧
県
彝
海
鎮
で
は
河
の
流
れ
が
変
わ
っ
て
災

害
を
引
き
起
こ
し
た
た
め
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
そ
れ
ぞ
れ
、
調
査
と
配
付
に
駆
け
付
け

ま
し
た
。
洪
水
が
引
い
た
後
も
道
路
は
前
に

進
め
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
泥
濘
ん
だ
泥
に

足
を
取
ら
れ
な
が
ら
、
一
歩
一
歩
慎
重
に
進

み
ま
し
た
。
前
方
に
は
助
け
を
必
要
と
し
て

い
る
人
々
が
お
り
、
戻
る
わ
け
に
は
行
き
ま

せ
ん
。
直
ち
に
緊
急
の
配
付
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
。

世
の
中
に
広
く
目
を
向
け
る
と
、
多
く
の

国
で
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
大
自

然
の
不
調
和
だ
け
で
な
く
、
苦
境
に
陥
っ
て

い
る
多
く
の
人
々
は
、
戦
争
や
貧
困
の
た
め

に
居
場
所
を
無
く
し
て
い
ま
す
。
大
勢
の
難

民
が
海
上
を
漂
流
し
、
各
国
は
防
疫
の
た
め

に
国
を
封
鎖
し
て
難
民
の
上
陸
を
拒
ん
で
い

ま
す
。
過
積
載
で
漂
う
船
体
は
波
風
に
耐
え

ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
？
今
日
あ
る
命
も
明
日

は
ど
う
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
と
て
も
心

配
で
す
。

私
た
ち
は
平
穏
な
暮
ら
し
で
き
る
幸
せ
な

日
々
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
幸

せ
を
知
る
人
は
、
も
っ
と
幸
せ
を
造
り
、
「
幸

運
」
と
い
う
保
護
膜
を
強
固
な
も
の
に
す
る

の
で
す
。
天
地
を
敬
い
、
福
を
造
っ
て
災
害

を
減
ら
す
の
で
す
。
福
を
造
ら
な
け
れ
ば
災

害
は
減
り
ま
せ
ん
。
ど
う
す
れ
ば
平
安
を
護

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
愛
の
心
を
育
む
の
で

す
が
、
そ
れ
も
完
全
な
愛
で
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
善
行
や
献
金
だ
け
で
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
生
命
を
護
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

菜
食
す
れ
ば
、
生
活
の
中
で
愛
の
心
が
育
ち

ま
す
。
こ
の
世
の
平
安
を
願
い
、
人
類
が
共
に

幸
せ
を
造
る
と
い
う
こ
と
が
愛
な
の
で
す
。
苦

難
の
環
境
に
陥
っ
て
い
る
衆
生
を
苦
か
ら
救

う
だ
け
で
な
く
、
目
の
前
に
存
在
し
て
い
る

生
き
物
も
大
切
に
し
て
愛
護
す
る
の
が
真
の

愛
と
い
う
も
の
で
す
。
万
物
を
守
っ
て
こ
そ
、

人
類
は
万
物
の
霊
長
と
言
え
る
の
で
す
。

計
算
に
よ
る
と
、
五
百
個
の
弁
当
を
作
る

に
は
、
三
十
八
羽
の
鶏
と
百
二
十
キ
ロ
の
豚

が
一
匹
必
要
で
す
。
花
蓮
の
慈
済
大
學
附
属
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小
学
校
の
陳
映
儒
（
チ
ェ
ン
・
イ
ン
ル
ー
）

さ
ん
は
「
菜
食
を
早
く
広
め
る
」
活
動
を
発

起
し
、
一
人
が
一
人
に
勧
め
る
の
で
す
。
こ

れ
ま
で
花
蓮
慈
済
小
学
校
の
先
生
と
児
童
が

三
万
六
千
食
余
り
の
菜
食
を
勧
め
て
お
り
、

換
算
す
る
と
二
千
余
り
の
鶏
と
豚
の
殺
生
を

減
ら
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
食
べ
ら
れ
な

か
っ
た
こ
れ
ら
動
物
が
ど
ん
な
に
自
由
自
在

に
歩
き
回
っ
て
い
る
こ
と
か
想
像
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
反
対
に
一
瞬
に
し
て
人
類
の
口

の
欲
の
た
め
に
屠
殺
さ
れ
る
怨
念
は
絶
え
ず

累
積
し
、
最
終
的
に
人
類
に
反
撃
し
ま
す
。

五
穀
を
食
べ
て
い
る
と
身
心
と
も
に
清
浄

に
な
り
、
三
度
の
食
事
で
生
き
物
に
借
り
を

作
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
殺
さ
ず
、
食
べ

な
け
れ
ば
、
飼
育
せ
ず
に
済
み
、
数
多
く
の

動
物
を
飼
育
す
る
こ
と
で
大
地
と
空
気
を
汚

染
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
菜
食
は
気
候

の
変
動
を
緩
や
か
に
す
る
と
同
時
に
、
最
も

敬
虔
な
気
持
ち
の
表
れ
で
す
。
皆
さ
ん
が
、

子
供
た
ち
の
よ
う
に
、
一
人
が
一
人
を
誘
い
、

皆
で
生
命
を
護
っ
て
福
を
造
る
こ
と
に
期
待

し
て
い
ま
す
。
口
の
欲
を
抑
え
て
動
物
の
肉

を
食
べ
ず
、
相
手
を
怯
え
さ
せ
な
い
よ
う
に

す
る
の
で
す
。

そ
の
道
理
は
簡
単
で
あ
っ
て
も
、
無
明
の

貪
欲
を
な
く
す
の
は
と
て
も
難
し
い
の
で
す
。

日
常
生
活
が
理
に
適
っ
て
い
れ
ば
、
天
理
は

自
ず
と
順
調
に
な
り
ま
す
。
良
知
の
本
性
を

啓
発
す
べ
き
で
す
。
智
慧
の
「
智
」
と
い
う

字
は
「
知
」
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
「
日
」

の
光
明
を
持
っ
て
道
理
を
わ
き
ま
え
る
こ
と

が
で
き
、
そ
こ
か
ら
善
行
を
啓
発
し
て
他
を

利
す
る
の
で
す
。

人
は
自
分
を
軽
く
見
る
べ
き
で
は
な
く
、

そ
の
力
が
結
集
す
れ
ば
、
大
き
な
力
と
な
り

ま
す
。
今
は
「
非
常
時
」
で
す
か
ら
、
少
人

数
の
行
動
だ
け
で
は
効
果
は
出
ま
せ
ん
。
皆

が
心
を
一
つ
に
し
て
こ
そ
、
異
常
を
正
常

に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
道
理
が

分
か
っ
て
も
、
一
人
で
や
り
遂
げ
る
だ
け
で

な
く
、
自
分
も
他
人
も
目
覚
め
、
ま
だ
解
ら

な
い
人
に
聞
か
せ
て
理
解
さ
せ
、
口
伝
え
で

人
々
が
規
律
を
守
る
よ
う
に
な
っ
て
こ
そ
、

気
候
は
穏
や
か
に
な
り
、
感
染
症
も
終
息
を

迎
え
る
で
し
ょ
う
。

毎
日
、
懺
悔
と
菜
食
、
感
謝
の
三
つ
を
続

け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
過
去
の
積
み
重

ね
に
感
謝
し
、
懺
悔
し
て
生
活
習
慣
を
改
め
、

完
全
に
菜
食
す
る
の
で
す
。
菜
食
す
る
人
が

多
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
世
の
中
は
幸
せ
に
な

り
、
菜
食
を
勧
め
る
分
だ
け
功
徳
が
あ
り
ま

す
。
誰
も
が
人
、
物
を
愛
し
、
生
命
を
守
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
の
世
は
平
穏
で
幸
福
に

な
る
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
精
進
を
願
っ
て

い
ま
す
。(

慈
済
月
刊
六
四
五
期
よ
り)



メ
キ
シ
コ
の
野
村
賢

「
私
は
十
四
歳
の
時
、
将
来
は
慈
済
の
一
員
と
し
て
、
異
国
の
地
で
善

の
種
子
に
な
り
た
い
と
立
願
し
ま
し
た
。
そ
の
道
の
り
は
決
し
て
楽
で

は
な
く
、
責
任
の
重
い
遠
い
道
で
あ
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、

自
分
は
必
ず
こ
の
立
願
を
果
た
せ
る
と
堅
く
信
じ
て
い
ま
し
た
」。

多
く
の
世
界
遺
産
を
擁
し
、
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
時
代
の
面
影
が
残
る
メ
キ
シ
コ
は
、
治
安
が
悪
い

こ
と
で
世
界
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
。
野
村
賢
さ
ん
は
縁
が
あ
っ
て
歴
史
の
教
師
と
し
て
メ

キ
シ
コ
の
国
際
学
校
に
赴
任
し
た
。「
家
路
」
を
指
し
示
す
コ
ン
パ
ス
の
針
が
野
村
さ
ん
を
導
い
た

の
は
、
苦
難
に
喘
ぐ
人
々
を
忍
び
な
く
思
う
心
か
ら
だ
っ
た
。

文
・
鄭
茹
菁　

訳
・
惟
明
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回
家

毎
年
、

何
千
何
万
も
の
慈
済
人
が

た
だ
心
の
故
郷
に
帰
す
る
為
に

諸
々
の
困
難
を
克
服
し
て

渡
り
鳥
の
よ
う
に
帰
っ
て
く
る
。

推
薦
新
書
・
『
家
路
に
つ
く(

回
家)

』



二
〇
一
七
年
九
月
、
メ
キ
シ
コ
を
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
七
・
一
の
強
震
が
襲
っ
た
。

当
時
メ
キ
シ
コ
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
た
野
村

さ
ん
は
直
ち
に
慈
済
に
支
援
を
要
請
し
た
。
間

も
無
く
彼
の
所
に
慈
済
か
ら
返
事
が
あ
り
、
メ

キ
シ
コ
ま
で
震
災
の
視
察
に
来
る
こ
と
を
了
承

し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
同
年
の
十
二
月
か
ら

支
援
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼

は
休
暇
を
と
っ
て
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
に
飛
び
、

慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
合
流
し
て
災
害
支
援
に

投
入
し
た
。

彼
は
通
訳
兼
ボ
デ
ィ
ー
ガ
ー
ド
で
、
慈
済
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
く
先
々
に
は
必
ず
彼
の
姿
が

見
ら
れ
た
。
そ
し
て
瓦
礫
と
化
し
た
街
々
で
、

ス
ペ
イ
ン
語
、
中
国
語
、
英
語
の
通
訳
を
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
メ
キ
シ
コ
人
の
橋
渡
し
役
と

な
っ
た
。「
私
は
や
っ
と
人
生
の
目
標
を
見
出
し

ま
し
た
。
慈
済
の
四
大
志
業
を
受
け
継
ぐ
為
に

メ
キ
シ
コ
に
残
る
決
心
を
固
め
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
」
と
彼
は
嬉
し
そ
う
に
言
っ
た
。
そ
し

て
も
っ
と
多
く
の
善
の
種
子
が
大
愛
の
隊
列
に

加
わ
る
よ
う
導
く
任
務
を
自
分
に
期
待
し
た
。　
　

学
ん
だ
事
は
必
ず
役
に
立
つ

日
本
人
の
父
親
を
持
つ
野
村
さ
ん
は
台
湾
で

生
ま
れ
た
。
父
親
の
転
勤
の
為
に
幼
児
の
頃
に

両
親
に
つ
い
て
マ
レ
ー
シ
ア
に
移
り
住
ん
だ
。

一
人
っ
子
で
早
く
大
人
に
な
り
た
か
っ
た
野
村

さ
ん
は
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
興
味
を
示
す
意

欲
的
な
子
で
、
母
親
は
彼
の
ヒ
ロ
イ
ン
と
言
え

る
存
在
だ
っ
た
。
彼
女
は
異
国
で
生
ん
だ
や
ん

ち
ゃ
坊
主
を
育
て
る
だ
け
で
な
く
、
見
捨
て
ら

れ
た
動
物
を
助
け
て
い
た
。

野
村
さ
ん
は
動
物
虐
待
防
止
協
会(

Ｓ
Ｐ
Ｃ

Ａ)

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
母
親
の
背

中
を
見
て
育
っ
た
。
彼
女
は
忍
耐
強
く
野
良
犬

の
体
を
洗
っ
て
蚤
を
取
っ
た
り
、
毛
並
み
を
整

え
た
り
し
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
に
滞
在
し
た
二
十

年
近
く
の
間
に
、
母
親
が
世
話
し
て
新
し
い
飼

い
主
を
見
つ
け
た
野
良
犬
と
野
良
猫
は
数
百
匹

に
も
上
っ
た
。

彼
は
ま
た
、
母
親
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
視
覚
障

害
者
の
為
に
仏
教
の
物
語
を
録
音
し
て
い
る
の

を
見
て
い
た
。
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
、
毎
週

必
ず
チ
ェ
ラ
ス
地
区
の
孤
児
院
に
行
っ
て
孤
児

の
面
倒
を
見
る
母
親
の
背
中
か
ら
慈
悲
と
無
私

の
奉
仕
を
学
ん
だ
。

小
学
校
に
な
る
と
日
曜
日
は
慈
済
の
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
に
参
加
し
、
少
し
大
き
く
な
っ
て
か

ら
は
母
親
に
つ
い
て
慈
善
家
庭
訪
問
に
行
っ
た
。

中
学
校
の
時
、
三
泊
四
日
の
サ
ン
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

に
参
加
す
る
為
に
台
湾
に
帰
っ
た
。
そ
の
キ
ャ
ン

プ
が
彼
に
と
っ
て
人
生
の
転
機
と
な
っ
た
。

当
時
十
四
歳
だ
っ
た
彼
は
、
初
め
て
水
不
足
、

飢
餓
、
親
孝
行
、
国
際
災
害
支
援
な
ど
の
問
題
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に
触
れ
た
。
彼
は
そ
の
時
初
め
て
、
自
分
に
も

世
界
を
救
う
責
任
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

ま
だ
年
齢
は
若
か
っ
た
が
、
慈
済
に
人
生
を
捧

げ
る
こ
と
を
確
信
し
た
年
だ
っ
た
。

定
年
退
職
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
父
親
は
、
ど

こ
ま
で
も
彼
の
後
ろ
盾
に
な
っ
た
。
母
親
が
彼

を
ア
メ
リ
カ
に
留
学
さ
せ
よ
う
と
し
た
時
も
、

父
親
は
無
条
件
で
経
済
援
助
を
し
た
。
典
型
的

な
ア
ジ
ア
系
の
親
と
し
て
、
息
子
が
将
来
の
人

生
に
備
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
彼
ら
は
出
来
る
限

り
教
育
に
力
を
注
い
だ
。

十
八
年
間
、
住
ん
だ
マ
レ
ー
シ
ア
を
離
れ
、

彼
は
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ネ
ソ
タ
州
立
大
学
に
進
学

し
た
。
国
際
教
育
を
専
攻
し
、
歴
史
の
教
師
に

の
関
係
で
英
語
力
が
つ
き
、
慈
済
の
洗
礼
も

あ
っ
て
中
国
語
も
非
常
に
上
達
し
た
。
ス
ペ

イ
ン
語
は
以
前
の
選
択
科
目
で
あ
ま
り
力
を
入

れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
メ
キ
シ
コ
に
教
員
と
し

て
赴
任
し
て
か
ら
は
会
話
だ
け
で
な
く
読
み
書

き
ま
で
上
達
し
た
た
め
、
そ
れ
が
災
害
支
援
で

力
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る
。

「
あ
な
た
が
マ
ル
チ
・
リ
ン
ガ
ル
で
、
世
界

を
駆
け
め
ぐ
れ
る
の
は
、
き
っ
と
前
世
で
世
界

を
舞
台
に
何
か
大
仕
事
を
し
た
の
で
す
よ
」
と

母
親
は
彼
に
言
っ
た
。
母
親
は
野
村
さ
ん
に
語

学
と
い
う
特
技
を
活
か
し
て
天
下
の
衆
生
の
為

に
尽
力
と
貢
献
を
す
る
よ
う
に
と
励
ま
し
た
。

慈
少
（
慈
済
の
少
年
メ
ン
バ
ー
）
時
代
か
ら

生
だ
っ
た
彼
は
毎
年
花
蓮
で
行
わ
れ
て
い
た
世

界
慈
青
キ
ャ
ン
プ(

世
界
中
の
青
年
メ
ン
バ
ー

が
参
加
す
る
修
身
キ
ャ
ン
プ)

に
参
加
し
、
数

カ
国
語
が
堪
能
な
彼
は
そ
こ
で
通
訳
を
し
た
。

慈
青
キ
ャ
ン
プ
で
の
講
座
は
、
多
く
が
国
内
外

の
志
業
の
責
任
者
た
ち
に
よ
る
経
験
談
の
共
有

で
、
菩
薩
道
に
向
か
う
青
年
た
ち
の
堅
い
志
を

励
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
養
成
の
日
々
は
、
彼

が
菩
薩
道
を
歩
む
信
念
を
堅
く
さ
せ
た
。

野
村
さ
ん
は
中
国
語
、
日
本
語
、
英
語
と
ス

ペ
イ
ン
語
に
精
通
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
才

能
」
と
い
う
よ
り
も
両
親
の
「
堅
持
」
か
ら
来

た
も
の
と
言
え
る
。
子
供
の
頃
の
野
村
さ
ん
は

日
本
語
が
最
も
得
意
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
留
学

な
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
卒
業
後
は
社
会
研
究

教
師
の
免
許
を
取
得
し
た
。
こ
れ
で
卒
業
後
は

ど
の
国
で
も
教
員
と
し
て
赴
任
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
。

彼
が
ミ
ネ
ソ
タ
州
に
着
い
た
時
、
そ
こ
に
ま

だ
慈
済
は
な
か
っ
た
。
彼
は
慈
済
家
庭
に
育
ち
、

大
学
で
た
だ
一
人
の
慈
青(

慈
済
の
青
年
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア)

と
な
っ
た
。
国
際
結
婚
家
庭
に

生
ま
れ
て
多
様
な
文
化
の
洗
練
を
受
け
た
自
分

を
、
幸
運
児
だ
と
思
っ
て
い
る
。
特
に
中
国
語

を
母
国
語
と
し
て
成
長
し
た
彼
は
、
「
上
人
の

著
作
が
読
め
る
こ
と
は
、
私
の
人
生
で
最
大
の

幸
せ
で
す
」
と
言
う
。

二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
、
大
学
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と
し
て
の
才
能
は
自
分
の
利
益
を
追
求
す
る
為

で
は
な
く
、
必
然
的
に
他
人
の
為
に
使
わ
れ
る

の
だ
と
信
じ
て
い
た
。

野
村
さ
ん
は
将
来
異
国
で
慈
済
の
種
子
に
な
る

と
発
願
し
て
い
た
が
、
彼
は
自
分
の
信
仰
に
疑

い
を
持
っ
た
こ
と
は
な
い
。
決
し
て
楽
な
道
の

り
で
は
な
く
、
む
し
ろ
遠
く
て
重
い
任
務
だ
と

知
り
な
が
ら
も
、
立
願
は
必
ず
叶
う
と
固
く
信

じ
て
い
た
。
彼
の
語
学
力
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ー
プ

●
野
村
賢
さ
ん(

左
か
ら
２
人
目)

は
メ
キ
シ
コ
・
ソ
チ
ミ

ル
コ
の
火
災
現
場
に
行
き
、
被
災
者
に
支
援
物
資
を
配
付
し

た
。(

撮
影
・A

m
e
l
i
a
 
C
o
r
n
e
l
i
s
 
M
a
n
u
e
l
)
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テ
ィ
と
南
部
地
方
で
マ
グ
ネ
チ
ュ
ー
ド
七
・
一

の
強
震
が
発
生
し
た
。
野
村
さ
ん
と
マ
ー
ニ
ー

は
災
害
支
援
の
主
力
チ
ー
ム
に
参
加
し
、
被
災

者
に
購
買
用
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
配
付
す
る

手
伝
い
を
し
た
。
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
で
行
わ
れ

た
活
動
は
一
日
の
内
に
何
千
何
万
も
の
心
を
感

動
さ
せ
た
。
メ
キ
シ
コ
国
歌
を
斉
唱
し
た
時
、

野
村
さ
ん
の
目
に
涙
が
溢
れ
た
。
過
去
三
年
間
、

月
曜
日
に
は
必
ず
学
生
が
斉
唱
す
る
国
歌
を
聴

い
て
い
た
が
、
何
故
か
彼
は
慈
済
の
活
動
現
場

で
そ
れ
を
聴
く
と
涙
が
止
ま
ら
な
く
な
っ
た
。

自
分
は
既
に
三
年
間
、
即
ち
千
日
以
上
も
メ

キ
シ
コ
に
住
ん
で
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ

の
間
、
数
え
切
れ
な
い
程
メ
キ
シ
コ
人
の
助
け

し
た
。
最
終
的
に
、
彼
は
メ
キ
シ
コ
・
ド
ゥ
ラ
ン
ゴ

州
の
学
校
と
最
初
の
仕
事
の
契
約
を
結
び
、
教
師

と
世
界
を
探
求
す
る
夢
の
旅
が
始
ま
っ
た
。

メ
キ
シ
コ
に
赴
任
し
た
最
初
の
三
年
間
、
彼

は
辺
鄙
な
ド
ゥ
ラ
ン
ゴ
に
住
ん
で
い
た
。
三
年

目
の
時
、
彼
は
カ
ナ
ダ
か
ら
来
た
マ
ー
ニ
ー
・

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
と
い
う
女
性
と
出
会
っ
た
。
二
人

一
緒
に
慈
済
の
道
を
歩
む
よ
う
に
な
り
、
彼
女
は

メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
国
際
施
療
の
後
方
部
隊
の

仕
事
を
し
た
。
彼
と
マ
ー
ニ
ー
は
別
の
国
で
教

師
の
仕
事
を
探
す
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
思
っ
て

い
る
ほ
ど
簡
単
で
は
な
く
、
最
終
的
に
は
メ
キ

シ
コ
の
別
の
町
モ
ン
テ
レ
イ
に
移
り
住
ん
だ
。

二
〇
一
七
年
九
月
十
九
日
、
メ
キ
シ
コ
シ

「
三
十
歳
に
な
る
前
に
、
私
は
行
っ
た
こ
と
の

な
い
国
に
出
か
け
、
異
邦
で
慈
済
が
根
付
く
種

子
に
な
り
ま
す
」
と
誓
っ
た
。

法
師
は
野
村
さ
ん
を
祝
福
し
、
「
肩
の
荷
は

重
く
な
り
始
め
ま
し
た
か
？
リ
ー
ダ
ー
に
な

る
前
に
、
誠
正
信
実
㊟
な
人
に
な
り
な
さ
い
」

と
彼
を
励
ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
、
彼
は
慈
済
が

自
分
の
使
命
で
あ
る
と
一
層
強
く
確
信
し
た
。

㊟
‥
「
誠
」
と
は
真
、「
正
」
と
は
公
正
、「
信
」

と
は
自
信
、
「
実
」
と
は
正
直
を
表
す
慈
済
の

基
本
精
神
。

慈
済
人
と
し
て
認
証
を
授
か
っ
て
か
ら
、
野

村
さ
ん
は
再
び
旅
に
出
た
。
専
攻
が「
国
際
教
育
」

だ
っ
た
た
め
、
世
界
中
の
多
く
の
学
校
に
応
募

幸
せ
な
彼
岸
へ
と
導
く
役
目

大
学
卒
業
後
、
彼
は
両
親
の
勧
め
で
、
兵
役

を
終
え
る
た
め
に
台
湾
に
戻
っ
た
。
一
年
間
、

空
軍
に
配
属
さ
れ
た
が
、
駐
屯
地
は
自
宅
の
あ

る
台
北
近
く
だ
っ
た
。
兵
役
に
勤
務
し
な
が
ら
、

基
隆
で
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る
養
成
講
座

に
参
加
し
た
。
慈
青
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
年

目
の
養
成
講
座
は
免
除
さ
れ
、
直
接
二
年
目
の

講
座
か
ら
入
っ
た
。

彼
は
上
手
く
予
定
を
立
て
て
、
い
つ
も
軍
の

休
暇
を
利
用
し
て
講
座
に
参
加
し
た
た
め
、
兵

役
が
終
わ
る
頃
に
は
講
座
も
終
え
た
。
證
厳
法

師
の
手
か
ら
認
証
を
授
か
り
、
法
師
に
改
め
て
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テ
ィ
ア
・
林
佳
宏(

リ
ン
・
ジ
ア
ホ
ン)
さ
ん

を
と
て
も
尊
敬
し
て
い
る
。
「
私
は
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
残
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
を
済
度
し
ま
す
。

最
後
の
一
人
が
苦
し
み
か
ら
逃
れ
、
幸
せ
を
得

ら
れ
る
ま
で
頑
張
り
ま
す
」
と
林
さ
ん
は
発
願

し
て
い
た
。

自
分
は
十
四
歳
の
時
に
法
師
の
教
え
を
広
め

る
為
に
将
来
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る
と

発
願
し
た
。
三
十
歳
を
前
に
し
て
そ
の
誓
い
を

叶
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
野
村
さ
ん
は
幸

せ
に
思
っ
た
。
慈
済
は
彼
の
変
わ
ら
ぬ
信
仰
で

あ
る
。
異
郷
の
最
後
の
一
人
が
幸
せ
な
彼
岸
に
渡

る
ま
で
メ
キ
シ
コ
に
留
ま
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
願
っ
て
い
る(

慈
済
道
侶
叢
書
『
回
家
』 

よ
り)

害
支
援
に
参
加
し
た
経
験
に
つ
い
て
皆
と
分
か

ち
合
っ
た
。
自
分
が
数
年
前
に
法
師
に
発
心
立

願
し
た
誓
い
の
言
葉
を
遂
に
実
現
で
き
た
の
だ

と
感
じ
た
。

も
っ
と
効
率
的
に
志
業
を
広
げ
る
為
、
彼
は

マ
ー
ニ
ー
と
メ
キ
シ
コ
の
首
都
に
教
職
を
見
つ

け
、
慈
済
の
活
動
会
場
の
近
く
に
引
っ
越
し
た
。

二
〇
一
九
年
八
月
ま
で
に
、
彼
ら
は
メ
キ
シ
コ

シ
テ
イ
と
モ
レ
ロ
ス
州
で
行
わ
れ
た
国
際
施
療

に
七
回
参
加
し
、
現
地
に
居
住
す
る
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
の
学
生
に
現
場
で
の
通
訳
に
参
加
す
る
よ

う
呼
び
掛
け
た
。
そ
の
中
の
多
く
は
彼
の
教
え

子
だ
っ
た
。

野
村
さ
ん
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
慈
済
ボ
ラ
ン

と
、
母
親
の
先
見
の
明
に
感
服
せ
ず
に
は
い
ら

れ
な
か
っ
た
。
野
村
さ
ん
は
中
国
語
で
の
作
文

が
あ
ま
り
得
意
で
な
か
っ
た
が
、
母
親
は
彼
に

練
習
を
続
け
さ
せ
た
。
又
、
十
六
歳
の
時
、
高

校
の
選
択
項
目
で
全
く
繋
が
り
の
な
い
ス
ペ

イ
ン
語
を
選
ん
だ
こ
と
や
、
ど
う
し
て
メ
キ
シ

コ
以
外
の
国
で
仕
事
を
探
さ
な
か
っ
た
の
か
な

ど
、
そ
の
全
て
は
自
分
が
大
き
な
使
命
を
担
う

た
め
の
巡
り
合
わ
せ
な
の
だ
と
信
じ
て
い
る
。

メ
キ
シ
コ
で
初
め
て
慈
済
チ
ー
ム
を
設
立
し

た
時
、
彼
は
現
地
で
唯
一
認
証
を
受
け
た
男
性

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
っ
た
。
あ
る
時
会
議
で
「
慈

済
の
育
て
る
大
き
な
種
」
に
選
ば
れ
、
自
分
が

学
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
コ
ー
ス
や
国
際
災

を
受
け
て
い
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
恩

返
し
は
そ
の
僅
か
何
万
分
の
一
に
過
ぎ
ず
、
そ

れ
に
幾
ら
努
力
し
て
学
生
を
教
え
て
も
、
一
年

で
せ
い
ぜ
い
百
人
の
学
生
に
し
か
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
で
は
つ
り
あ
わ
な

い
。
「
長
期
間
メ
キ
シ
コ
に
留
ま
っ
て
慈
済
の

志
業
を
行
っ
て
こ
そ
、
法
師
の
教
え
を
広
め
、

メ
キ
シ
コ
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
」
と
彼
は
涙
を
流
し
な
が
ら
自
分
に
言
い
聞

か
せ
た
。

「
あ
な
た
が
心
か
ら
発
願
す
れ
ば
、
そ
の
願

力
は
天
に
届
き
、
願
い
が
叶
う
の
で
す
！
」
と

あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
野
村
賢
に
言
っ
た
。
自

分
が
歩
ん
で
き
た
様
々
な
因
縁
を
思
い
返
す
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王

麗

花

大
地
の守

護
者

台
湾
全
土
で
は
８
万
８
千
人
の
慈
済
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
約
９
千
カ
所
の
リ
サ
イ
ク
ル

拠
点
で
回
収
資
源
の
分
類
を
地
道
に
続
け
て
い
る
。
皆
、
学
歴
や
生
活
背
景
に
と
ら
わ
れ
ず
、
無

報
酬
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
奉
仕
の
労
力
や
苦
労
を
語
ら
ず
、
大
衆
に
物
を
大
切
に
し
、
大
地
を

愛
し
む
よ
う
呼
び
か
け
る
。
子
孫
代
々
に
美
し
い
地
球
を
残
し
た
い
だ
け
な
の
で
あ
る
。

毎
年
廟
に
来
て
福
を
も
た
ら
す

◎
文
・
黄
筱
哲
、
蔡
瑜
璇　

撮
影
・
黄
筱
哲　

訳
・
善
耕

大
地
の守

護
者

二
○
二
○
年
の
春
節
の
休
み
に
は
、
多
く
の
人
と
同
じ
よ
う
に
「
走
春
（
日
本

の
初
詣
）
」
と
い
う
習
わ
し
で
台
南
市
に
あ
る
鹿
耳
門
聖
母
廟
に
行
っ
た
。
そ
の

媽
祖
廟
は
多
く
の
参
拝
者
が
供
え
る
線
香
か
ら
立
ち
上
る
煙
が
巨
大
な
こ
と
で
そ

の
名
を
馳
せ
て
い
る
。
春
節
や
吉
日
に
は
各
地
か
ら
の
信
者
や
観
光
客
が
訪
れ
、

香
を
焚
い
て
神
様
を
祀
り
、
平
和
と
幸
福
を
祈
る
。
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毎
年
、
旧
正
月
の
初
日
か
ら
五
日
ま
で
は
観
光
客
の
数
が
最
も
多
く
、
一
日
平
均
延
べ
十
数
万

人
が
訪
れ
る
。
廟
の
同
意
を
得
て
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
展
示
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
五
日
間
続

け
て
交
代
で
参
拝
者
に
環
境
保
全
と
静
思
語
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
姿
も
呑
み
込
ま
れ
そ
う
な
人
混
み
の
中
で
際
立
っ
て
見
ら
れ
た
。
廟
の
前
の
石
獅
子
（
せ
き
し

し
）
脇
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
腰
を
か
が
め
て
、
ご
み
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
袋
か
ら
回
収
可
能
な

資
源
を
探
し
て
い
た
。
そ
こ
に
あ
る
資
源
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
目
に
は
宝
の
山
に
映
り
、
回
収
す

る
の
は
お
金
が
目
的
で
は
な
く
、
心
が
休
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
地
球
へ
の
負
担
を
減
ら
す

こ
と
を
何
よ
り
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
の
だ
。

一
年
に
一
度
の
春
節
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
甘
ん
じ
て
休
み
を
返
上
し
て
喜
ん
で
大
衆
と
良
縁
を

結
ん
で
い
る
彼
ら
の
精
神
に
、
私
は
敬
服
し
た
。
彼
ら
は
「
作
業
の
間
は
疲
れ
ま
す
が
、
終
っ
た

後
は
充
実
感
を
感
じ
ま
す
」
と
言
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
っ
て
「
心
」

か
ら
新
年
を
喜
び
あ
っ
て
過
ご
す
と
い
う
形
な
の
で
あ
ろ
う
。

加
護
、
祝
福
、
平
和
を
祈
願
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
ー
１
９)

の
感
染
が
多
く
の
国
に
広
が
っ
た
の
で
、

今
年
、
廟
に
お
参
り
に
来
る
人
は
皆
マ
ス
ク
を
着
け
、
感
染
予
防
の
中
で
、
自
分
と
家
族
の
た

め
に
敬
虔
に
線
香
を
上
げ
て
無
病
息
災
を
祈
っ
て
い
た
。

こ
の
廟
に
は
「
鑽
轎
脚
（
神
輿
く
ぐ
り
の
こ
と
）
」
と
呼
ば
れ
る
伝
統
的
な
儀
式
が
あ
る
。
信
者

は
神
様
が
乗
る
「
御
神
輿
」
の
下
を
這
っ
て
潜
り
抜
け
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
神
々
を
尊
重
し
、

大
地
の守

護
者
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ひ
い
て
は
疫
病
や
病
苦
や
厄
災
か
ら
解
放
さ
れ
る

よ
う
加
護
と
祝
福
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。
信
者
が

次
々
と
「
神
輿
く
ぐ
り
」
の
た
め
に
列
を
な
し
て

い
る
間
、
慈
済
の
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

傍
で
一
刻
も
休
む
こ
と
な
く
、
ゴ
ミ
箱
の
中
か
ら

回
収
可
能
な
も
の
を
拾
い
続
け
て
い
た
。
リ
サ
イ

ク
ル
に
精
を
出
す
こ
と
で
環
境
汚
染
を
減
ら
し
、

地
球
の
健
康
を
守
っ
て
い
る
の
だ
。
證
厳
法
師
は

「
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
環
境
を
守
り
、

捨
て
ら
れ
た
資
源
を
回
収
し
て
再
利
用
す
る
の

は
、
地
球
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
人
類
を
も
守
っ

て
い
る
の
で
す
。
環
境
保
全
活
動
は
善
行
で
あ
り
、

自
分
に
も
幸
福
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
す
」
と

言
っ
た
こ
と
を
私
は
覚
え
て
い
る
。

楽
し
い
エ
コ
ゲ
ー
ム

廟
の
境
内
は
と
て
も
広
い
。
本
堂
の
大
雄
宝
殿

に
行
く
と
、
格
別
に
子
供
た
ち
の
目
を
引
く
エ

リ
ア
が
あ
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
回
収
し
た
紙

ロ
ー
ル
、
段
ボ
ー
ル
、
卓
球
な
ど
を
使
っ
て
エ
コ
・

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
を
作
っ
た
の
だ
。
子
供
た
ち
は

竹
竿
で
で
き
た
パ
タ
ー
を
使
い
、
ボ
ー
ル
を
カ
ッ

プ
に
入
れ
る
と
次
の
コ
ー
ス
に
進
む
こ
と
が
で
き

る
。
一
連
の
ゲ
ー
ム
に
は
健
康
的
な
食
事
、
節
水

方
法
、
菜
食
の
利
点
、
環
境
に
優
し
い
マ
イ
食
器

の
携
帯
な
ど
の
テ
ー
マ
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
呉
麗
姮(

ウ
ー
・
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リ
ー
ホ
ン)

師
姐(

ス
ー
ジ
エ)

の
ア
イ
デ
ア
で
、

彼
女
は
理
論
や
知
識
を
楽
し
い
ゲ
ー
ム
に
変
え
て

興
味
を
引
き
出
し
、
体
を
動
か
し
て
達
成
感
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。
理
論
的
な
教
育
よ
り
遊
び

な
が
ら
学
ぶ
体
験
の
方
が
教
育
の
効
果
は
著
し
い
。

さ
ら
に
、
彼
女
は
自
ら
現
場
に
行
っ
て
人
々
と

ふ
れ
あ
い
分
か
ち
合
っ
た
。
三
世
代(

祖
父
母
、

父
母
、
子)

が
一
緒
に
集
ま
る
機
会
は
多
く
な
い

と
知
っ
て
、
彼
女
は
楽
し
く
学
べ
る
活
動
を
通
じ

て
、
子
供
た
ち
と
交
流
す
る
だ
け
で
な
く
、
家
中

の
年
長
者
と
交
流
す
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
と
て

も
有
意
義
だ
と
考
え
た
の
だ
。
来
年
は
よ
り
多
く

の
人
と
縁
を
結
ぶ
機
会
を
得
て
、
環
境
保
全
と
健

康
を
生
活
の
中
で
実
践
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
た
。

正
し
い
こ
と
は
堅
持
し
て
行
う

聖
母
廟
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
周
淑
茹(

ジ
ョ
ウ
・
シ
ュ
ー
ル
ー)

師
姐(

ス
ー

ジ
エ)

は
、
以
前
、
元
宵
節
（
旧
暦
一
月
一
五
日
）

の
後
、
廟
に
大
量
の
ゴ
ミ
が
残
っ
て
い
た
の
を
見
て
、

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
を
發
揮
し
、
一

人
で
回
収
可
能
な
も
の
を
拾
い
集
め
た
。
そ
し
て
二

○
一
○
年
、
黃
惠
珠(

ホ
ア
ン
・
フ
イ
ジ
ュ
ー)

師

姐(

ス
ー
ジ
エ)

と
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
誘
っ
て
、

春
節
の
休
み
に
廟
で
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
始
め
た
。

今
年
で
満
十
年
に
な
る
。
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淑
茹
師
姐
は
感
じ
る
所
が
あ
っ
て
こ
う
言
っ
た
。
毎
年
の
活
動
で
は
人
手
が
要
る
の
だ
が
、

春
節
期
間
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
も
そ
れ
ぞ
れ
家
庭
の
行
事
で
忙
し
い
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
交
通
安
全
を
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
上
に
、
自
分
自
身
も
計
画
を
立
て
て
段
取
り
を

つ
け
る
こ
と
が
得
意
で
な
か
っ
た
た
め
、
春
節
の
休
日
が
近
づ
く
と
気
が
重
く
な
り
、
一
度
は

活
動
を
止
め
よ
う
か
と
さ
え
思
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
気
分
が
む
し
ゃ
く
し
ゃ
す
る
と
、
彼
女
は

敬
虔
に
菩
薩
に
祈
っ
た
。
『
静
思
語
』
を
開
く
と
丁
度
、
「
ど
ん
な
分
野
に
い
て
も
、
持
ち
場
を

堅
守
し
て
精
進
す
れ
ば
成
功
す
る
」
と
い
う
言
葉
を
目
に
し
た
。
強
心
剤
の
よ
う
な
そ
の
文
句

は
師
姐
に
あ
れ
こ
れ
考
え
る
こ
と
を
止
め
さ
せ
、
正
し
い
事
を
堅
持
し
続
け
さ
せ
た
。

今
日
の
廟
は
い
つ
も
と
変
わ
ら
ず
、
人
出
も
通
常
通
り
だ
が
、
淑
茹
師
姐
の
環
境
保
全
に
対

す
る
考
え
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
し
て
、
一
群
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
に
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
。

会
場
の
準
備
か
ら
回
收
物
の
運
搬
、
ゲ
ー
ム
の
設
計
、
環
境
保
全
の
呼
び
か
け
に
至
る
ま
で
そ

れ
ぞ
れ
が
持
ち
場
で
励
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
師
姐
が
最
も
感
謝
し
、
喜
び
を
感
じ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。(

慈
済
月
刊
六
四
〇
期
よ
り)



異
文
化
の
誤
解
か
ら
生
じ
る
人
種
差
別
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
歩
前

に
踏
み
出
し
て
、
相
手
に
自
分
の
肌
の
色
を
見
せ
る
と
同
時
に
自
分
の
教
養
も
見
て
も
ら
お
う
。

聞
・
思
・
修

◎
文
・
張
素
雯
（
カ
ナ
タ
・
ト
ロ
ン
ト
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

仏
法
を
よ
く
学
び
、
心
に
染
み
わ
た
ら
せ
、
し
っ
か
り
と
実
行
す
る
！

な
っ
て
も
、
財
産
を
ど
れ
だ
け
作
っ
て
も
、
心
の

中
に
刺
さ
っ
た
ト
ゲ
の
痛
み
は
な
く
な
ら
な
い
。

近
頃
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

益
々
深
刻
に
な
り
、
全
世
界
の
感
染
者
数
は

四
百
万
人
を
突
破
し
た
（
四
月
末
）
。
医
療
ス

中
華
系
移
民
の
歴
史
は
非
常
に
辛
く
切
な

い
も
の
で
あ
る
。
現
地
の
環
境
に
適
応
す

る
た
め
移
民
当
初
は
苦
労
が
絶
え
な
い
が
、
ま

し
て
や
異
な
る
肌
の
色
の
違
い
で
差
別
を
受

け
た
の
な
ら
、
移
民
し
た
月
日
が
如
何
に
長
く

わ
だ
か
ま
り
か
ら

一
歩
先
に
踏
み
出
す

タ
ッ
フ
が
第
一
線
で
命
を
賭
け
、
人
々
が
そ
の

失
わ
れ
た
命
を
心
か
ら
悼
む
中
、
少
な
か
ら
ぬ

心
温
ま
る
ス
ト
ー
リ
ー
が
聞
こ
え
て
く
る
。
し

か
し
、
感
染
症
が
拡
大
し
始
め
た
頃
に
欧
米
社

会
で
は
、
マ
ス
ク
を
す
る
ア
ジ
ア
系
の
人
が
異

様
な
目
で
見
ら
れ
た
。
様
々
な
誤
解
に
起
因
し
、

ア
ジ
ア
系
に
対
す
る
差
別
の
溝
が
よ
り
深
く

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

カ
ナ
ダ
は
移
民
の
国
で
あ
り
、
先
住
民
を
除

い
て
、
皆
、
異
な
っ
た
時
期
に
新
天
地
で
の
生

活
に
憧
れ
て
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
人
種
の
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル

の
中
で
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と

は
な
く
、
多
元
的
な
文
化
が
カ
ラ
フ
ル
な
モ
ザ

イ
ク
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
互
い
に
し
っ
か
り
と
繋

が
っ
て
い
て
、
個
々
の
持
つ
元
来
の
文
化
の
特

色
を
維
持
し
続
け
て
い
る
。　
　

息
子
の
小
・
中
学
校
か
ら
大
学
ま
で
の
環
境

を
見
て
い
る
と
、
住
ん
で
い
る
所
に
は
華
僑
系

の
人
が
多
い
が
、
ク
ラ
ス
の
中
の
人
種
の
配
分

は
平
均
的
だ
っ
た
。
息
子
は
小
さ
い
頃
に
移
民

し
て
き
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
が
、
学
校
で
は

韓
国
系
や
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
系
、
或
い
は
イ

ラ
ン
系
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
も
普
通
に
英
語
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
。
学
校
側
は
逆

に
、
子
供
た
ち
に
は
母
国
語
を
継
承
す
る
よ
う

奨
励
し
て
い
る
。
祖
国
の
背
景
を
身
に
つ
け
て

い
る
こ
と
が
、
将
来
の
就
学
や
就
職
で
有
利
に

働
く
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。

し
か
し
、
大
人
の
世
界
で
は
、
人
種
差
別
は

訳
・
葉
美
娥
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尋
ね
ら
れ
た
こ
と
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
チ
ャ
ン

ス
も
あ
る
の
に
、
な
ぜ
パ
ー
ト
タ
イ
ム
を
選
ん

だ
の
か
、
そ
し
て
他
の
時
間
は
何
を
す
る
の
か

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
私
が
、
大
部
分
の
時
間

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
投
入
し
て
い
る
と
答

え
る
と
、
面
接
官
は
顔
を
上
げ
て
私
を
見
た
。

彼
ら
の
印
象
で
は
、
ア
ジ
ア
系
住
民
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
す
る
人
は
稀
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

や
っ
と
そ
の
就
職
の
チ
ャ
ン
ス
を
手
に
入
れ

た
。
私
の
職
場
で
は
異
な
る
民
族
へ
の
尊
重
を

強
調
し
て
お
り
、
皆
、
用
心
し
て
敏
感
に
な
る

言
葉
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
が
、
最

初
の
頃
、
言
語
の
隔
た
り
と
、
そ
こ
で
生
ま

れ
育
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
現
地
の
文
化
背
景

を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
、
笑
い
を

誘
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
真
面
目
に
仕
事

を
し
、
心
を
こ
め
て
同
僚
と
付
き
合
っ
て
、「
道

の
り
が
遠
け
れ
ば
馬
の
実
力
を
知
る
」
、
「
月
日

が
経
て
ば
人
の
心
が
分
か
る
」
と
い
う
諺
の
よ

う
に
、
真
価
が
次
第
に
現
れ
、
異
邦
人
と
し
て

で
は
な
く
、
皆
の
良
い
同
僚
で
あ
り
、
友
人
と

な
れ
た
の
で
あ
る
。

 チ
ャ
ン
ス
を
作
っ
て
、互
い
に
理
解
し
合
う

　
人
種
差
別
に
至
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

目
に
は
見
え
な
い
が
、
感
じ
る
こ
と
は
で
き
る
。

就
職
先
を
探
す
時
が
よ
い
例
だ
。
移
民
は
同
じ

民
族
が
寄
り
集
ま
っ
て
住
む
習
慣
が
あ
り
、
社

会
の
主
流
の
人
が
中
心
に
な
っ
た
会
社
で
仕

事
を
す
る
に
は
、
大
変
な
努
力
を
し
て
自
己
ア

ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
。
人
種
差
別
に
至
ら

な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
相
手
が
自
分
の
肌
の

色
を
見
た
時
、
同
時
に
自
分
の
内
的
素
養
も
見

て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
私
は

気
が
付
い
た
。

私
は
正
式
に
就
職
先
を
探
す
前
か
ら
既
に
慈

済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
フ

ル
タ
イ
ム
で
活
動
し
て
い
た
た
め
、
履
歴
書
を

出
し
た
時
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
仕
事
を
選
ん
だ
。

面
接
官
と
の
受
け
答
え
の
中
で
興
味
あ
り
げ
に

●
張
素
雯
（
右
）
は
１
９
９
７
年
に
カ
ナ
ダ
の
オ
ン
タ
リ

オ
州
に
移
民
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
こ

と
が
社
会
に
溶
け
込
む
方
法
の
１
つ
だ
っ
た
。
ノ
ー
ス
ト

ロ
ン
ト
の
慈
済
人
文
学
校
の
卒
業
式
・
終
了
式
で
、
当
時

校
長
だ
っ
た
彼
女
は
、
卒
業
生
の
角
帽
タ
ッ
セ
ル
を
左
へ

動
か
し
た
。
（
撮
影
・
丘
啓
源
）
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趣
き
を
分
か
ち
合
う
こ
と
も
で
き
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慈
済
は
長
期
に
わ
た
っ
て
、
ヨ
ー
ク
地
方

ニ
ュ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
地
区
の
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援

専
用
車
と
協
力
し
合
っ
て
い
る
。
私
は
そ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
責
任
者
な
の
で
、
い
つ
も
ア
ジ

ア
系
以
外
の
人
た
ち
と
接
し
て
い
る
。
そ
の

支
援
セ
ン
タ
ー
の
責
任
者
は
カ
ナ
ダ
人
だ
が
、

機
会
が
あ
る
毎
に
私
は
慈
済
の
竹
筒
貯
金
の

精
神
と
静
思
語
を
分
か
ち
合
い
、
至
る
所
に

台
湾
の
愛
が
存
在
す
る
こ
と
を
彼
ら
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
慈
済
の
歳
末
祝
福
会
に

も
招
い
て
い
る
。

ま
た
同
じ
よ
う
に
私
た
ち
も
彼
ら
の
ニ
ー
ズ

を
尊
重
し
、
配
付
活
動
の
準
備
の
時
、
で
き
る

限
り
ホ
ー
ム
レ
ス
た
ち
の
飲
食
や
生
活
習
慣
に

え
ば
、
主
流
社
会
に
溶
け
込
む
一
番
良
い
方
法

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
こ
と
だ
。

私
は
二
十
数
年
前
に
カ
ナ
ダ
に
移
民
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
の
は
、
欧
米
諸
国

で
は
ご
く
普
通
の
国
民
的
素
養
で
あ
る
。
高
校

生
は
全
て
何
か
し
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
い

と
卒
業
で
き
な
い
。
息
子
が
小
学
校
に
入
学
し

た
時
、
私
も
学
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
っ
た
。

教
室
で
の
読
書
の
指
導
、
図
書
館
で
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
使
用
方
法
の
指
導
、
或
い
は
年
始
に
先

生
を
手
伝
っ
て
中
国
の
新
年
パ
レ
ー
ド
を
主
催

し
た
り
す
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
精
一
杯

参
与
し
た
。
そ
の
都
度
私
の
奉
仕
は
先
生
や
保

護
者
、
子
供
た
ち
の
目
に
止
ま
り
、
異
な
る
文

化
と
い
う
カ
ル
シ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
が
も
た
ら
す

最
も
重
要
な
の
は
、
主
流
社
会
の
考
え
方
を
理

解
し
、
同
時
に
東
洋
的
な
考
え
方
も
相
手
に
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。
私
の
経
験
で
言

●
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気
に
満
ち
た
ヨ
ー
ク
地
方
政
府
の

長
期
ケ
ア
部
門
の
オ
フ
ィ
ス
に
て
。
張
素
雯
さ
ん
は
こ
の

人
種
が
融
合
し
た
環
境
の
中
で
働
い
て
い
る
こ
と
に
幸
福

を
感
じ
て
い
る
。
（
写
真
提
供
・
張
素
雯
）
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人
種
差
別
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
一
歩
前
に
踏
み
出

し
て
、
善
に
解
釈
し
、
奉
仕
で
以
て
人

種
差
別
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
る
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
私
た
ち
に
教
え
て
い
る
の
は
、
ウ

イ
ル
ス
に
国
境
は
な
い
が
、
愛
の
心
は

如
何
な
る
遠
い
所
に
も
届
く
、
即
ち
民

族
に
は
隔
た
り
が
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。(

慈
済
月
刊
六
四
三
期
よ
り)

元
の
感
染
確
定
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
マ
ッ

ケ
ン
ジ
ー
病
院
と
ベ
サ
ニ
ー
（Bethany

）
シ
ニ

ア
長
期
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
届
け
た
。
カ
ナ
ダ
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
亡
く
な
っ
た
人

の
半
数
近
く
は
、
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
者
で
あ

る
。
取
次
ぎ
担
当
の
市
会
議
員
か
ら
、
キ
リ
ス

ト
教
の
シ
ニ
ア
長
期
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
物
質

の
支
援
も
構
わ
な
い
か
と
聞
か
れ
た
時
、
私
た

ち
は
即
座
に
、
慈
済
は
宗
教
と
民
族
の
差
別
を

し
な
い
と
答
え
た
。
そ
こ
に
は
助
け
合
う
民
族

の
姿
が
あ
り
、
差
別
は
な
か
っ
た
。

證
厳
法
師
は
海
外
へ
移
住
し
た
弟
子
た
ち
に

喚
起
を
促
し
た
こ
と
が
あ
る
。
人
の
国
で
生
活

す
る
な
ら
、
そ
の
地
で
得
た
も
の
は
そ
の
地
に

返
す
べ
き
だ
と
。
私
た
ち
は
誤
解
か
ら
生
じ
る

合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
レ
ス
も

様
々
な
人
種
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
、
季
節
に

よ
っ
て
異
な
る
物
資
を
提
供
し
て
い
る
。
互
い

に
尊
重
し
理
解
し
合
え
た
な
ら
ば
、
例
え
肌
の

色
が
違
っ
て
も
、
私
た
ち
は
心
を
通
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

慈
済
ノ
ー
ス
ト
ロ
ン
ト
支
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
現
地
に
奉
仕
し
て
い
る
こ
と
は
誰
の
目
に

も
明
ら
か
だ
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
菜
食
を
広
め

た
り
、
公
民
宣
誓
式
の
際
に
場
所
を
提
供
す
る

な
ど
、
時
を
選
ば
ず
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、

主
流
社
会
の
活
動
に
も
必
ず
慈
済
人
の
善
行
す

る
姿
が
見
ら
れ
る
。

感
染
症
拡
大
が
深
刻
に
な
る
中
で
、
慈
済
は
辛

う
じ
て
八
箱
の
防
護
服
を
輸
入
し
、
直
ち
に
地

●
カ
ナ
ダ
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
は
感
染
予
防
物

資
が
不
足
し
て
い
た
。
慈
済
ノ
ー
ス
ト
ロ
ン
ト
支

部
は
様
々
な
方
法
を
考
え
、
地
元
で
募
金
を
集
め

て
防
護
服
を
輸
入
し
、
４
月
２
５
日
に
マ
ッ
ケ
ン

ジ
ー
病
院
に
届
け
た
。
（
撮
影
・
梁
延
康
）
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行脚の軌跡
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今
月
の
二
十
八
日
、
上
人
は
教
育
志
策
会
㊟
の
席
で
主
任
た
ち
の
心
し
た
授

業
と
優
秀
な
人
材
養
成
の
取
り
組
み
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
慈
済
を
創
設
し
て
以

来
、
い
つ
も
優
秀
な
専
門
の
人
材
が
志
業
の
運
営
を
担
い
、
自
分
は
安
心
し
て
任

せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
と
て
も
幸
福
に
感
じ
て
い
る
、
と
述
べ
ま
し
た
。

「
若
い
時
か
ら
私
は
一
旦
決
心
し
た
こ
と
は
恐
れ
ず
行
動
し
、
苦
労
も
厭
わ
ず
、

困
難
を
恐
れ
ず
に
克
服
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
私
の
人
生
観
で
あ
り
、
足
を

し
っ
か
り
地
に
つ
け
、
一
歩
ず
つ
着
実
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
『
歩
く
時
は
軽
く
、

地
面
を
痛
め
な
い
よ
う
に
』
と
い
う
感
覚
は
、
私
の
人
生
で
の
体
得
と
実
践
か

ら
来
た
も
の
で
す
。
若
い
時
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
朝
起
き
し
て
歩
き
出
す

時
は
い
つ
も
足
の
裏
に
神
経
を
集
中
さ
せ
ま
す
。
足
を
軽
く
下
ろ
し
て
も
よ
ろ

め
か
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
今
は
歳
を
重
ね
て
よ
ろ

め
く
時
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
し
っ
か
り
と
大
股
で
歩
く
よ
う
に
努
め
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
見
て
私
の
歩
調
は
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

し
っ
か
り
と
地
に
足
を
つ
け
れ
ば
、
よ
ろ
め
か
な
い

「
歩
く
時
は
軽
く
、
地
面
を
痛
め
な
い
よ
う
に
」
。
軽
く
歩
い
て
も
足
を
し
っ

か
り
地
に
つ
け
る
必
要
が
あ
り
、
正
し
い
方
向
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
少
し
も
そ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
精
神
を
集
中
さ
せ
、
心
し
て
行
う

こ
と
で
す
。

◎
文
・
釋
徳

／
訳
・
済
運

歩
く
時
は
軽
く

地
を
痛
め
な
い
よ
う
に

物
事
は
専
念
し
て
行
い
な
さ
い
。
歩
く
時
に
足
の
裏
に
神
経
を
集
中

さ
せ
、軽
く
着
実
に
正
し
い
方
向
に
向
け
て
歩
み
を
進
め
る
よ
う
に
。

㊟
‥
慈
済
の
「
教
育
志
業
策
画
推
動
委
員
会
（
教
育
志
業
計
画
実
行
委
員
会
議
）」
の
略
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私
は
足
の
裏
全
体
で
し
っ
か
り
地
面
を
踏
み
し
め
て
か
ら
も
う
片
方
の
歩
を
進

め
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
が
私
の
歩
く
方
法
で
、
物
事
を
成
す
時
も
同
じ
で
す
。

成
そ
う
と
す
る
な
ら
、
私
は
専
念
し
て
成
し
遂
げ
ま
す
」
。

上
人
は
こ
う
言
い
ま
し
た
、
「
誠
意
で
臨
め
ば
、
人
を
動
か
し
ま
す
」
。
慈
済

人
は
内
に
「
誠
、
正
、
信
、
実
」
を
修
め
ま
す
が
、
「
誠
」
が
第
一
で
す
。
何
事

を
す
る
に
も
正
当
且
つ
現
実
的
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
あ
ら
ゆ
る
慈

済
人
と
志
業
体
の
主
任
や
職
員
た
ち
を
信
頼
し
て
お
り
、「
人
の
本
性
は
善
で
す
。

こ
ち
ら
が
最
高
の
誠
意
で
以
て
人
に
接
す
れ
ば
、
相
手
も
誠
意
で
以
て
接
し
て

く
れ
ま
す
。
あ
な
た
た
ち
一
人
ひ
と
り
を
完
全
に
信
頼
し
て
い
る
の
で
す
」
。

晨
語
の
時
間
の
『
法
華
経
』
の
講
釈
は
、
既
に
第
二
十
一
品
「
如
來
神
力
品
」

ま
で
進
ん
で
い
ま
す
。
上
人
は
神
通
力
を
語
る
の
は
好
き
で
は
な
く
、
皆
に
も

神
憑
り
的
な
奇
怪
な
出
来
事
に
つ
い
て
語
ら
な
い
よ
う
教
え
て
い
ま
す
。
現
実

的
に
人
生
に
立
ち
向
か
い
、
無
い
も
の
を
有
る
よ
う
に
話
す
の
は
い
け
ま
せ
ん
。

「
如
來
神
力
品
」
と
言
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
常
時
、
世

界
の
慈
済
人
と
ネ
ッ
ト
の
映
像
を
通
じ
て
話
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
現
代
科

学
の
神
通
力
だ
と
思
い
ま
す
。
短
時
間
に
地
球
を
一
周
し
て
、
異
な
っ
た
国
の

慈
済
人
と
会
話
し
、
思
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
の
で
す
。

上
人
は
こ
う
言
い
ま
し
た
。
「
『
法
華
経
』
は
本
意
で
あ
り
、
菩
薩
法
を
教
え

て
い
る
、
と
仏
は
言
っ
て
い
ま
す
。
慈
済
人
は
弛
ま
ず
菩
薩
道
で
努
力
し
て
い

ま
す
。
自
ら
を
大
切
に
し
て
、
時
間
は
待
っ
て
く
れ
な
い
た
め
、
生
命
は
時
間

と
共
に
消
え
て
い
く
こ
と
を
知
る
べ
き
で
す
。
そ
し
て
、
人
生
は
無
常
で
あ
る

た
め
、
今
こ
の
時
を
逃
さ
ず
精
進
す
る
こ
と
だ
け
が
、
人
生
を
広
く
深
い
も
の

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」
。

慈
済
大
学
付
属
中
学
校
の
江
淑
慎
（
ジ
ア
ン
・
シ
ュ
ー
シ
ェ
ン
）
先
生
は
、

二
年
ほ
ど
前
に
癌
に
罹
っ
て
退
職
し
、
今
年
五
月
二
十
二
日
に
亡
く
な
り
ま
し

た
。
彼
女
の
教
え
子
た
ち
は
、
先
生
が
こ
の
世
を
去
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
と
て

も
悲
し
み
、
自
主
的
に
追
悼
会
を
計
画
し
ま
し
た
。
感
染
症
の
た
め
、
中
学
校

内
の
三
カ
所
の
会
場
に
別
れ
て
行
わ
れ
、
恩
師
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

➡
江
淑
慎
先
生
は
慈
済
大
学

付
属
中
学
校
に
１
５
年
間
勤

務
し
、
彼
女
の
教
師
と
し
て

の
情
熱
と
、
師
で
あ
る
と
同

時
に
友
人
で
も
あ
る
そ
の
姿

は
、
人
々
の
心
に
深
く
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
人

生
の
最
期
に
な
っ
て
も
医
学

に
献
身
し
ま
し
た
。
（
提
供
・

慈
済
大
学
付
属
中
学
校
）
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「
江
先
生
が
病
気
し
て
か
ら
、
私
は
彼
女
に
、
時
間
を
無
駄
に
せ
ず
、
最
期
ま
で

や
り
通
す
よ
う
励
ま
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
彼
女
は
や
り
遂
げ
、
皆
の
模
範
と
な

り
ま
し
た
。
私
も
最
期
に
話
が
で
き
な
く
な
る
ま
で
『
法
華
経
』
を
講
釈
で
き

る
よ
う
自
分
自
身
を
励
ま
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
時
間
を
浪
費
せ
ず
、
生
命

の
価
値
を
上
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
こ
の
人
生
を
無
駄
に

過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
両
親
か
ら
授
か
っ
た
こ
の
体
を
使
っ
て

こ
の
世
を
利
す
る
こ
と
を
し
て
こ
そ
、
両
親
に
顔
向
け
が
で
き
、
そ
れ
が
両
親

の
功
徳
と
な
る
た
め
、
最
高
の
親
孝
行
に
な
る
の
で
す
」
。

そ
れ
ぞ
れ
の
慈
済
の
学
校
は
も
う
直
ぐ
卒
業
式
を
迎
え
ま
す
が
、
皆
、
上
人
を

招
待
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
上
人
自
身
が
参
加
し
て
も
し
な
く
て
も
、
常
住
師

匠
は
必
ず
参
加
し
ま
す
、
と
上
人
は
言
い
ま
し
た
。
常
住
師
匠
た
ち
が
静
思
法

脈
を
受
け
継
ぎ
、
各
志
業
体
の
責
任
者
が
慈
済
宗
門
を
正
し
く
広
め
て
、
人
々

が
正
し
い
精
神
を
持
っ
て
慈
済
の
四
大
志
業
を
理
解
し
、
こ
の
門
を
く
ぐ
る
よ

う
導
き
ま
す
。(

慈
済
月
刊
六
四
四
期
よ
り)

慈
済
基
金
会
防
疫
調
整
指
揮
セ
ン
タ
ー
は
グ
ロ
ー
バ
ル
「
防
疫
２
・
０
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
発
動
し
た
。
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
コ
ロ
ナ
禍
の
変
化
と
各
国
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
、
ア
メ
リ
カ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
な
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０
８
・
０
３

八
月
の
出
来
事
　

…
…
…
…
…
…
…

訳
・
済
運

０
８
・
０
１

慈
済
基
金
会
は
２
０
２
０
年
の
「
７
月
吉
祥
月
」
シ
リ
ー
ズ
活
動
を
、
「
誠
正

信
実
が
心
の
大
地
、
慈
悲
喜
捨
が
人
生
の
そ
よ
風
」
と
題
し
、
今
日
か
ら
各
地

で
催
し
を
始
め
た
。
「
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
愛
を
広
め
る
祈
福
会
」
や
『
地
蔵

経
』
の
オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強
会
な
ど
が
開
か
れ
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
ー
１
９
）
の
感
染
が
世
界
に
拡
大
す
る
中
、
慈
済
環
境
保
全

３
０
周
年
を
記
念
し
て
、
「
菜
食
で
完
璧
な
家
庭
デ
ー
」
、
「
環
境
保
全
チ
ャ
レ
ン

ジ
３
０
」
な
ど
の
活
動
を
催
す
こ
と
で
、
広
く
菜
食
と
斎
戒
を
呼
び
か
け
る
。
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０
８
・
０
９

０
８
・
０
７

◎
慈
済
基
金
会
は
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

と
し
て
、
４
８
０
０
個
の
マ
ス
ク
と
２
１
６
０
個
の
防
護
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
、

１
０
０
個
の
医
療
用
ゴ
ー
グ
ル
を
提
供
し
、
本
日
、
輸
入
通
関
が
完
了
し
た
。

０
８
・
０
５

慈
済
基
金
会
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
が
催
す
「
２
０
２
０N

A
T
 
G
E
O
 

RUN

─
─
世
界
地
球
デ
ー
５
０
週
年
」
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
呼
応
し
て
、
本
日
、
約
４
０
０

慈
済
タ
イ
支
部
は
４
月
下
旬
か
ら
展
開
し
て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
貧
困
救
済
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
チ
ェ
ン
マ
イ
県
フ
ァ
ン
郡
に
続
き
、
ラ
チ
ャ

ブ
リ
県
ポ
タ
ラ
ム
郡
、
バ
ン
コ
ク
及
び
近
郊
な
ど
１
０
余
り
の
県
や
地
区
、
生

活
困
窮
世
帯
を
支
援
し
て
５
万
６
千
人
分
の
日
用
品
を
配
付
し
た
。
８
日
と
９

日
に
バ
ン
コ
ク
の
静
思
堂
で
２
回
に
わ
た
っ
て
感
謝
会
が
催
さ
れ
、
支
援
し
て

く
れ
た
各
地
の
行
政
長
官
や
民
衆
に
謝
意
を
述
べ
た
。

０
８
・
０
８

イ
ン
ド
は
６
月
半
ば
か
ら
雨
季
に
入
り
、
連
日
の
豪
雨
に
よ
り
北
東
部
で
洪
水

が
発
生
し
た
。
慈
済
基
金
会
は
イ
ン
ド
霊
医
会
と
共
同
で
、
８
月
５
日
か
ら
９

月
２
０
日
ま
で
被
害
の
大
き
い
ア
ッ
サ
ム
省
、
ケ
ラ
ラ
省
で
被
災
者
に
配
付
を

行
う
。
慈
済
が
経
費
を
出
し
、
霊
医
会
が
物
資
を
購
入
を
す
る
。

◎
花
蓮
慈
済
病
院
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
優
し
い
環
境
づ
く
り
に
取
組
み
、
院
内

に
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
礼
拝
室
と
洗
面
所
を
そ
れ
ぞ
れ
２
カ
所
設
け
る
と
同
時
に
、

コ
ー
ラ
ン
と
礼
拝
用
マ
ッ
ト
も
用
意
し
た
。
中
国
イ
ス
ラ
ム
教
協
会
か
ら
「
清

真
で
優
し
い
環
境
認
定
証
」
を
授
か
り
、
本
日
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

ど
で
医
療
用
マ
ス
ク
、
防
護
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
、
防
護
服
、
手
袋
な
ど
４
項

目
の
防
疫
物
資
を
備
蓄
す
る
と
共
に
、
各
地
で
手
作
り
マ
ス
ク
の
作
成
の
呼
び

か
け
を
奨
励
す
る
。
本
日
、
熊
士
民
副
執
行
長
は
宗
教
処
の
チ
ー
ム
を
伴
っ
て
、

證
厳
法
師
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
を
説
明
し
た
。
同
意
を
得
た
後
、
５
日
に

指
揮
セ
ン
タ
ー
の
会
議
で
報
告
す
る
。



０
８
・
２
２

◎
慈
済
基
金
会
は
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
リ
ラ
基
金
会
と
覚
書
を
交
わ
し
て
放
映
権
を

取
得
し
、
手
話
を
す
る
ゴ
リ
ラ
・
コ
コ
（K

o
k
o

）
の
映
像
を
環
境
保
全
活
動
に

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
使
用
期
間
は
５
年
で
あ
る
。

◎
慈
済
基
金
会
環
境
保
全
チ
ー
ム
幹
事
精
進
研
修
会
が
２
２
日
か
ら
２
４
日
に

花
蓮
の
静
思
堂
で
行
わ
れ
た
。
慈
済
の
環
境
保
全
志
業
３
０
周
年
を
記
念
し
、

２
３
日
の
午
後
は
「
環
境
保
全
三
十
感
謝
会
」
が
開
か
れ
た
。
世
界
各
地
で
環

境
保
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
、
證
厳
法
師
自
ら
が
臨
席
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
心
し
た
態
度
と
、
愛
で
以
て
地
球
を
護
り
永
続
的

に
環
境
保
全
に
尽
く
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
た
。

書
を
交
わ
し
た
。
学
生
の
交
換
留
学
や
短
期
講
座
へ
の
参
加
、
共
同
学
位
、
共

同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
交
流
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
慈
済
大
学
と
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
大
学
の
合
作
は
２
度
目
だ
が
、
慈
済
科
技
大
学
は
初
め
て
で
あ
る
。

０
８
・
１
９

慈
済
大
学
と
慈
済
科
技
大
学
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
と
学
術
協
力
に
関
す
る
覚

嘉
義
の
大
林
慈
済
病
院
は
中
正
大
学
と
共
同
で
、
Ａ
Ｉ
画
像
認
識
技
術
に
よ
る

マ
ス
ク
着
用
識
別
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
病
院
に
入
る
人
が
マ
ス
ク
を
つ
け

て
い
な
い
場
合
は
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
人
に
よ
る
識
別
の

仕
事
を
減
ら
す
と
共
に
院
内
感
染
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

０
８
・
１
８

０
８
・
１
３

慈
済
医
療
財
団
法
人
は
嘉
義
市
西
区
安
泰
ビ
ル
に
嘉
義
慈
済
診
療
所
を
開
設
し

た
。
大
林
慈
済
病
院
腎
臓
内
科
の
蔡
任
弼
主
任
医
師
が
責
任
者
と
な
り
、
内
科
、

外
科
、
小
児
科
、
産
婦
人
科
、
臨
床
心
理
科
な
ど
１
５
の
科
が
設
け
ら
れ
、
６

月
１
５
日
か
ら
プ
レ
オ
ー
プ
ン
を
行
い
、
本
日
、
正
式
な
運
営
が
始
ま
っ
た
。

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
会
場
で
感
染
予
防
の
支
援
の
他
、
ド
リ
ン
ク
や
オ
ニ
ギ
リ

な
ど
を
用
意
す
る
と
共
に
エ
コ
食
器
を
提
供
し
、
選
手
た
ち
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

使
用
せ
ず
、
生
態
系
を
護
る
等
の
グ
リ
ー
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
理
念
を
宣
伝
し
た
。
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明日への仰望

　ドアさえもない赤貧洗うが如き家に住む男の子トンデライは、待ちきれ

ず、慈済ボランティアが送ってきた福慧ベッド（折り畳み式ベッド）に座っ

た。もうパパと地面に寝る必要はなく、次の食事にもありつけた。

　新型コロナウイルスの感染が拡大する中、ジンバブエは行動制限令を発

令した。食糧を買い溜めする能力のない貧困者は直ぐに食糧不足に陥った。

首都ハラレのテンボエ地区のボランティアは各家庭に白米、食用油、石鹸、

マスクを届け、特に極貧世帯にはエコ毛布と折り畳み式ベッドを贈った。

 （文、撮影・レンジシール・ジヤーネ　ジンバブエ・ハラレ市  2020.6.11）
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